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第５章 公証人制度と複式簿記
複式簿記のはじまりが銀行業の債権債務帳におけ
る左右対照形式にあることについては既に第１章で
言及した。その際泉谷勝美「スンマへの径」から公
正証書からの発展過程についての記述を引用した。
重複するが本章と関連するので再掲する。
「このような分類計算（費目別分類計算）の実務は
既に13世紀初頭，銀行家の会計帳簿における顧客と
の金銭貸借やその決済記録にみることができる。債
権債務帳である。従って，それ以前の金銭貸借は備
忘帳に記録され，証拠記録として当事者が公証人の
面前で述べる契約内容や返済に関する借主の宣誓を
踏まえて作成される公正証書が使用された。いわゆ
る公正証書は，公証人が両当事者の陳述をラテン語
で作成した書類で，文書証拠として長らく社会的に
も信任されてきた。……金銭貸借と決済が一回きり
のものではなく，追加貸付や貸付金の分割回収が行
われるようになると，公証人の作成する公正証書だ
けでは円滑な銀行業務が出来なくなってくる。彼ら
は公証人の記録方法を模倣して，あたかも公証人で
あるかのように，顧客の面前で公証人の立場で顧客
に対する金銭貸借や決済を客観的な三人称でしかも
話し言葉 volgareで取引事実を顧客別に丹念に記帳
し始めたのである。銀行家はこの顧客別記録を勘定
と称し，その勘定記録は文書証拠として，公証人の
作成する公正証書と同等の社会的信頼性が付与され
るようになった。」?
上記の見解は，複式簿記の形成を債権・債務計算
に求める債権・債務記帳段階説に立つものであり，
沼田嘉穂氏のようにその出発点を現金あるいは現物
の増減に関する収支計算に求める収支計算段階説も
存在する。?しかし複式簿記の実際的展開がほぼ13
世紀から始まることを考慮すると，債権・債務記帳
段階説が妥当と思われる。
歴史家の記述も同様の認識に立っている。清水廣
一郎氏の著作「中世イタリア商人の世界」によると，
「12世紀から13世紀にかけて北・中部イタリアの都
市経済は急速な膨張を経験するが，それとともに契
約の数は激増し，もはや公証人の手にあまることに
なる。一方，かっては文盲であった商人たちも，必
要から文字の知識を獲得し，やがて自分の手で記録
することが可能となる。商品の売買契約について，
いちいち公証人のもとで記録してもらうことは，手
続上あまりにも煩雑であり，同時に費用がかさむた
めに，少しずつすたれていったのである。それとと
もに，商業帳簿の証明力が増大し，裁判所もそれを
認めるようになる。このような転換は，およそ13世
紀末に生じたと考えられている。やがて，14世紀中
に商業帳簿の記載方法が整備され，複式簿記が成立
することになった。公証人の業務は，商業活動の最
前線から後退し，不動産の売買や貸借の契約，金銭
の貸借契約，遺言，夫婦の財産契約などを中心とす
るようになる。今日にまでおよぶ公証人業務の伝統
は，ほぼこの時期に形成されたといえよう。」?
高階秀爾氏も当時の銀行の状況について「当時に
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おいては，本人が自ら銀行の窓口に出向いて，口頭
で依頼しなければならなかった。つまり，書いたも
のよりも，本人の言葉の方が信頼されたのである。
これは，お金を預けたり払戻したりする時も同様で，
本人が口で言ったことを，銀行の方は，当人の眼の
前で帳簿に書き入れて処理するのが建前であっ
た。」?と述べているし，塩野七生氏の「海の都の物
語」にも「商人たちは，取引がまとまると，銀行に
行く。彼らはみな口座を持っていたので，誰それの
口座にこれだけの額を移してくれ，と銀行家に言う
のである。銀行家は，帳簿にそれを記入する。これ
で金は動いたわけだ。……他人の口座に金を移して
も，銀行家は，それを証明する領収書のようなもの
は発行しなかった。また，必要でもなかった。銀行
の帳簿はコピーされ，政府のそのほうの委員会の監
視を常時受けていたからである。」?との記述があ
る。銀行家の法的役割に関しては，後述するユスティ
ニアヌス法典の新勅法 73RD Novelにおいて，銀行
家（argentarii）が契約文書に関係している場合には
３人の証人同様立証責任がある旨規定されていた。?
現在イタリアで発見されている最古の会計帳簿が
ジェノヴァの公証人ジョバンニ Giovanni Scribaの
記録した1157年のヴォルタ Ingo da Voltaとバイ
アラルドAnsaldo Baialardoの地中海貿易に関す
るコムメンダ契約から生じた記録である?ことから
も上記事情は立証できる。
この記録にも言及している次のルゴド（Janet L.
Abu-Lughod）の12－13世紀のジェノヴァ，ヴェネ
ツィアに関する記述も，同じく当時の状況を示して
いる。
「交易形態や協業関係の型がしだいに複雑化し，家
との関わりが希薄になるにつれ，よりよい記録が必
要になった。すなわち，出資者に提出しなければな
らない会計報告と，契約内容を記憶や信頼関係に委
ねることのできない複雑な契約のための記録であ
る。今で言う複式簿記は14世紀末にならないと公式
には登場しないが，それ以前にも，記録は非常に丁
寧につけられており，今日の研究者が少し努力すれ
ば，それを現代の会計簿に変換できるほどだ。最も
古いヴェネツィアの史料は，ロカディア rogadia（願
いによる）と呼ばれる契約に言及しているが，その
ような契約はやがて書面に書き込まれ，公証人に
よって公式のものとされる。ジェノヴァでは，この
書類の公証が事実上の強迫観念となり，１年に数千
の契約が，この町と海外の居留地で記録されている。
歴史家は，中世ヨーロッパでどのような商取引がな
されてきたかを理解するために，会計簿と公証文書
の両方を意識的に発掘してきた。」?
複式簿記という体系的記録システムが成立するに
は，その前史として記録という社会的行為に関する
特有の歴史が存在するのである。
会計学の研究分野が管理会計と財務会計に分かれ
ているように，すべての社会的行為は個人あるいは
組織の内部的必要と，それを社会のシステムとして
社会的に認知する社会的枠組みの二つの側面を有し
ている。自らの経済的行為を記録するという会計行
為もまた同様である。
会計行為の始まりをバビロニアのハムラビ法典に
まで遡るか否かは別として，本論の主題である複式
簿記に限っても，仮にその発祥をイタリアではなく
ローマ起源説によったとしても，それは財産の管理
を命じられた奴隷（curator calendarii）がその処理
の顚末を主人に報告する stewardshipの責任が基
盤にあるように記録の外部報告，すなわち受託者の
委託者への報告，広義のアカウンタビリティーがそ
の成立の基盤にあることは確かである。またマレイ
（David Murray）によれば，ローマ時代においても
諸帳簿は権威ある書類とみなされ，法廷の場におい
ても完全な証拠として取り扱われた。?としている
し，マックス・ウエーバーもローマ法での銀行家に
よる帳簿記入の立証能力に言及している。??もちろ
ん「これらの記帳は，その性格において法律上有効
な文書としてであり，収益と関連させた経営上の統
制手段としてではない。真の簿記は中世のイタリア
において始めて成立し，16世紀においてもドイツの
簿記係がこの技術を習得しようとヴェニスに旅行し
たくらいである。」??ことは論をまたない。
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したがっていかなる記録も社会的枠組みで考える
限り，そこには記録に対する社会的認知がその前提
にある。それは一定の組織的記録体系たる複式簿記
の帳簿あるいは財務諸表であろうと，当事者間の契
約書としての文書であろうと，その機能は本質的に
同様である。そういう意味では，複式簿記の歴史を
考察するには，広く経済行為の記録とその社会的認
知に関わる歴史を視野に入れる必要がある。
そもそも「われわれが知っている最古の書かれた
もの，つまり，紀元前3500年ごろにはじまるシュ
メール人の楔形文字のスクリプトにおいては，その
ほとんどすべてが勘定の記録である。」??のである。
以下では，そのような視点に立ってイタリアにお
ける複式簿記の成立と公証人制度を関連させつつ，
複式簿記成立の歴史的・社会的背景を考察する。
１．公証人の起源とその歴史的経緯
公証人（notary）の歴史についての著作は極めて
限られている。ここでは James Cowie Brownの
〝The Origin and Early History of the Office of
 
Notary"からその概要を紹介する。
「紀元後１世紀のローマ帝国初期においては筆記
能力を持った者は極めて限定されていたので，契約
は純粋に口頭のものであった。契約は一般的に証人
の前で口頭で行われた。当事者は，知人数人の立会
いで面会し，また必要ならば，議論の後合意に達し，
その後通りすがりのたまたま居合わせた証人に見た
り聞いたりしたことを覚えておくよう，また必要な
時に取引の真実なることを証言するよう要求した。
当然なことであるが，筆記能力を有する人間の数の
増加と当日遠方の証人を確保する困難性は，ある特
定の記録の必要性を必須のものにした。その結果合
意内容を記録できる人間に依頼せざるをえなくな
る。このようにして，scriba,notarius,tabellioなど
が生まれてくる。」??
Scribaあるいは librariusは，ギリシャ・ローマ時
代及び初期法学者の時代，裁判所の書記官（Clerk of
 
Court）に対する一般的呼称，時には筆記を職業とす
る人間に対して用いられていた。Scriptores,natar-
ii,libellensesもほぼ同義である。また scriboeが奴
隷の身分であったことは，ローマ時代の簿記の担い
手と同様である。
Notariusの語はその起源において scribaと関連
し，速記方式で証書を文書化する筆記者を意味した。
ラテン語辞書??によれば語源は nota（a mark,
token,note,sign）であり，英訳として a secretary
 
or shorthand writerとなっている。４世紀までは奴
隷あるいは解放奴隷であった notariiは，必要とす
る当事者の指示に従い文書を作成していたが，必ず
しも私人に対してだけでなく裁判官あるいは法廷の
ために文書を編纂する公的立場も有していた。４世
紀の後半から５世紀にかけて notariusの語が帝国
裁判所の官吏に使われるようになる。また教会史の
初期には，教会の殉教者を記録する者も notariiと
呼ばれていた。この他同義の用語として，actuarii,
cursors,logographiなどがある。６世紀の初めから
は，tabelliones,amanuenses, cancellariiなどの用
語も用いられるようになる。Tabulariusあるいは
tabellariusは，tabellionesとは異なり政府の官吏を
指し，公的な記録を任務とする書記のことである。
このように記録を職務とする人間に関するラテン
語の呼称は数限りなく存在するが，現在の公証人に
当るのは先に触れた notariusと以下に述べる
tabellioあるいは tabulariusである。参考までに上
記辞書では，tabulariusの英訳は a keeper of
 
recordsである。12世紀初めのボローニアにおける
市民法（the Civil law）の復活（ユスティニアヌス
法典の復活)??に先行する時代においては，この二つ
の用語が現代の公証人（Notary）と同義に使用され
ていたと思われる。
初めから tabellioは，tabulariusや scribaと違っ
て公的な任命にもとづくのではなく，通常遺言，土
地処分などの私的な文書を作成する実務に長けた職
業的な筆記者を指していた。
「彼は市場や公会広場で業務を行うのが普通で
あった。彼らの責務は法律によって規制されていた。
彼らはその業務において notariiと呼ばれる書記を
使用しており，その書記は正式の文書が作られ，当
事者により署名され，証人により証言され，tabellio
により認められることで権威を付与される記録を書
き留めた。Tabulariusはしばしばその書記の呼称と
しても用いられた。」??
しかし tabellioの行為は，ローマ法で公式の記録
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として認められ，権威を与えられるていたわけでは
ない。紛争が生じた場合には，tabellioあるいは証人
がその立証のため呼び出され，必要に応じて当該文
書の正当性を誓約することが求められた。しかし彼
らは重要な役割を担っており，紛争事案の審判に際
しては当然彼らが重んぜられたのである。
すでに６世紀にはラヴェンナや他の中枢都市では
彼らの法学校や団体が形成されており，また foren-
sisという語が tabellioと同義の呼称として用いら
れた。もちろん事情は国によって異なっており，特
にローマ法の伝統が直接的に残っているイタリアや
南フランスなどの地中海地域とロワール川以北の北
フランスやドイツ，イングランドなど慣習法の伝統
が強固な地域では，後述するように法的背景が異
なっている。フランスでは，カール大帝（768～814
年）が公的権限を持った始めての公証人制度を導入
している。複式簿記発祥の地イタリアについては節
をあらためて検討するが，上記との関連で中世初期
の状況を概観すると，「イタリアでは，ローマ法の理
解がよりよい状態にあった。８世紀のロンバルド王
リウトプラントの告示は，ゲルマン諸法でほとんど
触れられることのなかった商取引に関して，ローマ
法が参照されていたことを示している。ロンバルト
法のように，要式文書によって所有権移転や債権設
定を証明するという伝統が強いところでは，関係す
る証書はたいてい伝統的な書式に固執する職業的な
公証人によって準備された。」??
この点に関しヴィノグラドフ（Paul Vino-
gradoff）も「それ以前にはロンバルドの文書がロン
バルド法に従い公証人によって作成されたのと同じ
く，ローマ人の公証人の面前で作成された文書は
ローマ法に従って作成されており，６世紀から７世
紀にかけてロンバルド地方ではローマ法の伝統が維
持されていたのである。」??と述べている。
「11世紀末になると法文化の水準は上向きにな
り，史料からも，ユスティニアヌス法典への新たな
関心が生じていたことが分かる。ここにいたって，
公証人は証書において，弁護士は訴答書面において，
専門的なローマの法制度に正確に言及するように
なった。編纂から500年の後，ユスティニアヌスの
学説彙纂は，西ヨーロッパで規則と議論の源として
用いられるようになった。……市民法大全の全体は，
12世紀の大半を費やしてゆっくりと復元された。」??
後述するように各地方にはさまざまな慣習法が存
在したが，少なくとも公証人による公式文書はロー
マ法の概念と書式に従って作成されたことは上記
ヴィノグラドフの著作からも明らかである。
上記ユスティニアヌス法典（16世紀以後市民法大
全 Corpus juris civilisと称せられた）は次の四つの
部分からなる。??
⒜ 法学提要 Institutiones（ユスティニアヌスが
初学者の法律の教科書として編纂させたもの）
⒝ 学説集成 Digesta;Pandectae（ユスティニア
ヌスが古典時代の法学者の学説を編纂させたも
の）
⒞ 勅法集 Codex（ユスティニアヌスにいたる歴
代の勅法をあつめたもの）
⒟ 新勅法Novellae（これらの法典成立後ユス
ティニアヌスの公布した勅法をあつめたもの）
この新勅法Novellae（Novel）の 44th Novelと
73RD Novel，勅法集 Codexの Code of Theodosius
に公証人に関する諸規定がある。例えば「公証人
（notaries）は必ず法的文書の執行に立ち会うことが
強制され，もしそれがなされない場合には，そのよ
うな文書は効力を有しない。」（Chapter I）から始ま
る公証人の職務，義務，罰則などに関し詳細に規定
されている。??
ブラウンの著書には英訳対比で関係部分の全文が
掲載されているが，訳出すると相当な量になるので
省略する。これらの規定を，今手元にあるNew
 
York州の〝Notary Public License Law"（2003年
版)??と比較してみると，紀元６世紀と21世紀とい
う1500年の隔たりにもかかわらずその規定すると
ころは極めて似ていることに驚かされる。
13世紀から16世紀にかけて当初の tabellioに相
当する notariusが，対外貿易の進展に伴い必要と
なった追加条項（addenda）を加えたユスティニアヌ
ス法典に基づく諸機能を遂行していく。「実際公証人
（notarius）の職務の主要部分は，商人法（law mer-
chant）に関連する文書の公証に置かれることにな
る。」??
ブラウンによると公証人による文書作成の手順及
び内容の概略は次のようである。??
20 山田晟「法学」1981年東京大学出版会161頁
21 The Origin and Early History of the Office of Notary27-33頁
22 Notary Public，2003年，National Learning Corpora-
tion
23 The Origin and Early History of the Office of Notary 47頁
24 同著34-39頁
17「ローマ法とヨーロッパ」51頁
18 P.Vinogradoff:Roman Law in Medieval Europe，
2003年，The Lawbook Exchage,Ltd. 22頁
19「ローマ法とヨーロッパ」56頁
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⑴ 正式の文書の作成前に，公証人あるいはその
助手に当事者が説明する契約の概要のメモであ
る Schedaあるいは Rough Draftが作られる。
⑵ 文書の内容には次の事項が含まれる。
日付
当事者の氏名及び資格
当事者の契約が自らの意思であること，また
契約する市民法上の能力の宣言
契約遂行の方法に関する陳述
契約目的の厳密な指示
特別条項
公証人の署名
一般的な結語
⑶ 結文（Protocol）の作成
Protocolは末尾の執政官の名，作成日などが
記入される附属書である。
⑷ 使用言語は通常ラテン語であるが，ギリシャ
語もしばしば使われた。
⑸ 皇帝の名とその統治年号，執政官の名，年月
ユスティニアヌス法典にはその見本が示されて
いる。〝Imperii Justiniani sacratissimi Augusti
 
et Imperatoris anno II post consulatum Flavii
 
Belisarii clarissimi viri anno 2.die autem tot,
et tot,Kalend"
⑹ 封緘と署名
⑺ 最終の正式文書は Completio and Absolutio
（Complevi et absolvi）と呼ばれる。
ブラウンの著書に掲載されている1500年の
Completioの実物写真を下記に示しておく。本文は
判読不能だが，公証人の書き判（花押）もまた封緘
（多分当時の特許状などと同じく封泥されたものと
思われる??）の一部と思われるものも下段に見るこ
とができる。
このような公証人の手続きは，現在もそれ程違っ
ているわけではない。最近（2003年９月14日）の日
本経済新聞の記事「夫婦で考える遺言」からその一
部を紹介すると，
「公正証書遺言は法律家である公証人が，本人から
聞き取ってまとめるもの。各地の公証人役場で受け
付け，確実に保存する。自分で思いをつづって加え
ることもできる。年約６万件作られ，その数は増加
傾向だ。費用は相続人の数と相続額に基づく。例え
ば妻に５千万円，二人の子供にそれぞれ三千万円，
千万円を残すと財産額に応じた手数料がそれぞれ二
万九千円，二万三千円，一万七千円。これに遺言手
数料一万一千円，用紙代約三千円などが加わる。証
人が二人必要で，紹介を頼むと，謝礼に規定はない
が，都内では一人５千円ほどが相場という。」とされ
ており，一応のイメージはお持ちいただけるであろ
う。
R.S.Lopez & I.W.Raymond“Medieval Trade
 
in the Mediterranean World―Illustrative Docu-
ments"は中世後期の商業文書の英訳集であり，当然
公証人文書の例も示されている。そのうちNo.118
の支払依頼文書から公証人に関する部分のみを抜き
出すと，次のような表現になっている。??
〝Cagliari,August 8,1213
……And in order that greater credence be given
 
and that no doubt arise about this,I have invited
 
Bonagiunta, judge and notary, to write this in
 
such wise. …… I, Bonagiunta, son of the late
 
Allone,notary of the Imperial Majesty,and ordi-
nary judge of Lord Otto,Most Serene Emperor of
 
the Romans,on invitation wrote and signed this
 
which was asked of me."
本文はラテン語である。
David Chambers & Brian Pullan “Venice-A
25 山川世界史総合図録2001年山川出版社47頁
26 Medieval Trade in the Mediterranean World，1955
年，Columbia University Press 232頁
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Documentary History 1450-1630”??にも当時の文
書類が英訳で多数収録されている。このうち公証人
（notary）に関連する文書は全部で15掲載されてい
るが，その一部を例示すると
１．1536年の財産の宗教目的への移転（遺贈，寄
付など）の制限に関する元老院規則??
ここでは，財産を遺贈，寄付などにより宗教
目的に移転する文書の作成を依頼された公証人
が所轄庁（Dieci Savii）へ届出することが義務
付けされており，違反した場合には資格剥奪さ
れることが規定されている。
２．1507年の貿易委員会（Board of Trade）の設
置に関する議会文書??
この委員会にはしかるべきスタッフと Chan-
cery（大法院）から一名の公証人が配属される
ことが規定されている。
３．1596年の共同企業体（marchant  partner-
ship）の設立に関する公証人の公正証書??
４．1482年の聖務禁止に対する対応を協議する
文書中に見られる法律顧問としての数名の市民
法と教会法の法律学者と公証人の名前??
５．1551年の異端審問機関への公証人の参加を
示すローマ教皇庁への手紙??
６．1583年の結婚契約に見られる公証人の作成
した賃貸契約への言及??
７．1511年の大法院長の選挙結果の中に見られ
る候補者の一人としての公証人であるAlvixe
 
di Zambertiの名??
等々である。
公証人の歴史において注意すべきは，「ローマ法圏
のヨーロッパでは，はやくから公証人の地位が確定
され，契約などの文書は，公証人の副署によって効
力を発した。ところが，ゲルマン法圏にはもともと
は公証人が存在しないので，法律行為は当人の誓約
によってのみ確証された。」??ことである。
現在の状況も「?ラテン系公証人>は，イギリスを
除くヨーロッパと南アメリカに広く普及した制度で
あって（アメリカ合衆国ではルイジアナ州，カナダ
ではケベック州のみ），日本にも明治期にヨーロッパ
から導入された。したがって，日本の公証人も，系
譜上，ラテン系公証人であって，アングロサクソン
諸国のパブリック・ノタリーとは違っている。パブ
リック・ノタリーは認証業務だけを行ない，法曹の
下に位置するものであるが，ラテン系公証人は，公
正証書の作成と認証にあたり，紛争を未然に防止す
る任務を負う法曹であり，判・検事，弁護士と並ぶ
存在である。ヨーロッパ諸国ではその社会的地位は
きわめて高く，たとえばイタリアの場合，競争試験
のもっとも難しいのは公証人であるという。」??エン
サイクロペディア・アメリカーナでは「フランスに
おいては，公証人の重要性は過去も現在も他のどの
地域よりも大きい。」??とされている。
簿記・会計と公証人との関係については，上記の
ような系譜学的考察とは視点を異にするが，パブ
リック・ノタリーとも関連し会計と公証人制度との
職能的棲み分けについてムーレイ（David Murray
1842－1928年）の研究がある。1930年に出版された
〝Chapters in the History of Bookkeeping Accoun-
tancy and Commercial  Arithmetic"の第３章
〝Juridical Accounting,Mathesis sive Arithmetica
 
Forensis"がそれである。ラテン語のmathesis sive
 
arithmetica forensicという専門語で知られている
会計分野で，英語では juridical accountingと表現
されている。関連する部分を訳出すると，「会計と簿
記は，通常商事と結びついているが，商業とは関係
せず直接法廷の管轄下に属する会計の広範囲な分野
が存在する。遺言執行人，後見人，保佐人など遺産
管理人は勘定を記録し，それらを審理と免責のため
裁判所に提出するよう規制されている。この会計を
規律する規則は，中世において，また現代の実務に
より広範囲に修正されたローマ法（the Roman law）
の規則である。……この会計の分野―?技術的には
mathesis s.arithmetica forensisiとして知られてい
る―?は，基本的には公証人（notaries）の手中にあ
る。
財産目録（Inventory）は商人の帳簿の基礎である
だけでなく，管理会計上もまた重要である。財産目
録は，大変な注意をもって証人の面前で公証人
（notary）によって整理され，まさしく現代の流儀に
36「中世イタリア商人の世界」156頁
37 Encyclopedia Americana，1963年，Americana Cor-
poration,No.20，493頁
27 D.Chambers & B.Pullan:Venice-A Documentary History 1450-1630，2001年，University of Toronto Press
28 Venice 144頁
29 同著168頁
30 同著175頁
31 同著219頁
32 同著229頁
33 同著246頁
34 同著274頁
35 樺山紘一「中世からの光」1989年王国社42頁
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従い裁判所に供託される。」??とした上で，18世紀に
おけるスコットランドでの public notary，フランス
及びドイツでの notaryの職能について記述を進め
ている。
このような職能面での簿記・会計と公証人の親密
な関係は，以下の記述にもかかわらず常に時代を超
えて継続している。
最後に清水廣一郎氏の総括的記述を引用してお
く。
「公証人制度の起源については議論が多いが，一般
に，中世都市経済の発展とローマ法学の復興が行わ
れた11～12世紀に制度として確立したと考えられ
ている。その後，この制度は，イタリアから南フラ
ンス，スペインなどローマ法の伝統の強く残ってい
る地域に普及し，さらにゲルマン的な慣習法地帯で
ある北フランスや南ドイツへも浸透していったもの
である。」??
２．イタリアの状況
デニス・ヘイ（Denys Hay）によれば「イタリア
における文化的発展の議論においては，法律専門家
の存在を考慮しなければならない。何故なら，これ
こそイタリアを北ヨーロッパと大変違ったものにし
ている重要な要素であるからである。それは，一つ
にはイタリアでの法律家の教育施設が広範囲にわ
たっていたことにも示されている。例えば，フロー
レンスには大学がなかったが，そこにはフローレン
スの誇る公証人の学校が存在した。」??
マックス・ウエーバーも「西欧におけるローマ帝
国の没落で，ローマ法はイタリアの公証人の手にゆ
だねられた。これらの公証人，そして第二には大学
がローマ法の復活に関与する。公証人はローマ帝国
の契約形態に固執したが，一方時代の要請に従って
これらを再解釈した。同時に大学において体系化さ
れた法的原則が発展した。」??と述べているが，その
複式簿記発祥の地イタリアの状況について若干検討
を加えてみよう。
「中世イタリアの市民たちは，つねに書かれた証拠
を重視し，それを通じて自分たちの権利を保全しよ
うという態度を持っていた。不安定で流動的な世界
の中で身を守る武器こそ，書かれた証拠なのである。
……それでは，市民たちにとって重要な意味を持っ
ていた?書かれた証拠>とは何であろうか。それは，
ラテン地域に特徴的な法曹である公証人（notarius）
の作成する公正証書なのである。」??
「今日，イタリアにおいて保存されている最古の公
証人登録簿は，12世紀末のジェノヴァのものであ
る。その記載内容を見ると，多種多様な商品の売買
契約や会社ないし組合（コンメンダ，ソキエタスな
どと呼ばれる）の設立契約に関するものが多い。つ
まり，中世地中海商業の発展に伴って，公証人によ
る記録の作成が必要とされたのである。初期の時代
には，大規模な取引を行う際には，ほとんどの場合，
公証人が介入し，証拠の保全を行ったのであろう。
しかし，時とともに商品取引に関する登記簿の記載
は減少し，これらは次第にそれぞれの商人の帳簿の
方に記載されるようになった。」??
「1293年のピサの公証人組合の帳簿によれば，当
時この都市には232人の公証人がいた。同じころ，
ジェノヴァでは約200人，フィレンツェでは約600
人の公証人が活動していたと推定されている。当時
のピサの人口は約４万，フィレンツェは９万と考え
られている。ある研究者は，人口150～160人に１人
の割合で公証人がいたと述べているが，これはまさ
に驚異的な数である。現在のフランスの公証人6600
人，人口7000人に１人，イタリアの公証人3250人，
人口１万2000人に１人である。日本の場合，1975年
で定員586人，実員401人（2003年現在で約550人
―筆者注），人口20数万に１人であるから，まった
く比較を絶している。書かれた証拠によって自分の
権利を保全し，紛争を未然に防ごうという思考方法
が，中世末のイタリア社会にいかに根強く定着して
いたか，ここからもうかがうことができよう。」??
「公証人は，中世・ルネサンスのイタリア社会をい
ろどる華である。文学作品にも主役として登場する。
ときには尊敬すべき賢者として。ときには，間抜け
で貪欲な中年男として。……かれらは，ボローニア
やパヴィアなどの有名法学校（大学法学部）で，ロー
マ法学をおさめ，専門的な法技術を身につけた。産
業・商業が活発となり，市民生活が複雑になるにし
たがって，公証人は不可欠の存在となったわけだ。
公証人は，それぞれの都市でギルドをつくり，認知
42「中世イタリア商人の世界」150，154頁
43 同著156頁
44 同著158頁
38 David Murray:Chapters in the History of Book-
keeping Accountancy& Commercial Arithmetic，
1930年，Arno Press，155-156頁
39「中世イタリア商人の世界」82頁
40 Denys Hay:The Italian Renaissance in its Histori-
cal Background，1960年，Cambridge University Press，72頁
41 General Economic History340頁 ＆ Economy And Society Volume2，855頁
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された職業となる。」??
例えば14世紀フィレンツェでは21の公認ギルド
のうち14の中小ギルドを政治の舞台から追い落と
そうとするが，残る７大ギルドは法律家・公証人組
合，カリマラ組合（毛織物貿易商組合），毛皮商組合，
両替商組合，毛織物業組合，絹織物業組合，医師・
薬種商組合であり，ここからも公証人が当時のエ
リート集団であったことが推察される。??参考まで
に，11世紀初頭のフィレンツェには，両替商，医薬
業，羊毛業，絹物業，法律家公証人の５組合（アル
テ）があった。??
われわれが公証人を具体的に思い浮かべるには，
イリス・オリーゴの「プラートの商人」??の主人公ダ
ティーニの最良の友人，公証人ラーポ・マッツェイ
に関する記述が最適であろう。舞台は14世紀から
15世紀初頭にかけてのトスカーナである。ラーポは
奨学金によりボローニャの大学で学び，23歳でフィ
レンツェで開業し，執政府の公証人に任命され，ファ
エンツァとジェノヴァへ使節として派遣され，つい
にはフィレンツェ最大の慈善施設サンタ・マリア・
ヌオーヴァ病院の公証人になった人物である。ダ
ティーニの友人として彼が執政府から課された膨大
な税金を減らしたり，フィレンツェの市民権を獲得
する手助けをしたり，彼のために商用の通信や契約
書を書いたりした。同書から一部引用してみよう。
「「われわれ公証人の多くは財布の重さよりも熱い
心を喜ぶ」と彼は書いているが，じじつ，かっては
これが一般の見解だった。初期の都市政府では，公
証人はかなりの権威ある地位を占めていた。無学な
行政長官や，これまたしばしば無学な裁判官が田舎
の町村の裁判に派遣される時は，かならず公証人が
随行し，彼らに必要なちょっとした法律を耳もとで
囁くばかりか，公文書を作成するのもしばしば公証
人だった。地方の法規を起草したり，村の役人の選
挙の手配をしたり，近隣の都市や王侯に親書を書く
のも彼らだった。また公証人は，趣味人，教養人で
あることも多かった。……しかしすでにラーポの時
代には，その職業は衰退しつつあった。法的な証書
の書き方や書式ばかりか，あらゆるタイプのものも
のしい緒言や信書の文例などを集めた手引きがたく
さん出たので，学識の乏しい者でも，必要に応じて
それを引き写せばすむようになった。都市では，各
同業組合が任命する判事のほか，行政長官，民兵隊
長，自警団の隊長，収税の監督局長にいたるまで，
裁判を行う資格を持つ者が増え，それぞれが取り巻
きの公証人の一群を従えるようになった。彼らは半
分無学で，党派的で，買収されやすい公証人で，ト
スカーナ人の訴訟好きをいいことに私腹を肥やして
いた。……これっぱかりの学識でさえ，書類の束を
抱えて（ラーポによれば「一つの紙ばさみが聖書の
半分ほどの厚みがある」）パラッツォ・ヴェッキオ
（フィレンツェ市庁舎）の広間を右往左往する六，七
百人の公証人にとっては多すぎたらしい。……ボッ
カッチョとサッケッティ，またその後15世紀の劇作
家の筆にかかって，公証人はしだいに，少なくとも
文学の世界では，滑稽な人物の一つの類型になっ
た。」??
文学の話が出たついでに若干横道にそれることを
お許し願いたい。最近オーストラリアの女流作家
Catherine Jinksが〝The Notary"というミステリー
風の小説を出版したが，??その舞台は14世紀のア
ヴィニョン（アヴィニョン教皇庁時代―いわゆる教
皇のバビロン幽囚）であり，かつ公証人が主人公で
ある。作者がシドニー大学で中世史を専攻した人物
であることもあって，当時の状況を理解する一助に
なる。1305年カトリック教皇庁はローマから南仏ア
ヴィニヨンに移った。教皇クレメンス五世・六世の
時代である。それとともに教皇庁に関連する人々だ
けでなく，多くの知識人・芸術家や商人が一緒に移
住する。Peter Spuffordによれば，5,000人の人口
が10年以内に40,000人に増加した。「公証人は他の
主要な中心都市と同じくアヴィニヨンでは特に忙し
く，数も多かった。あらゆる契約や協定は法的に認
められ，かつ拘束力を持った公的な記録にするため，
公認の公証人を必要としたのである。」??上記プラー
トの商人ダティーニも15歳の時にこのアヴィニヨ
ンで商売を始め，33年間その地で暮らすことにな
る。文人に関して言えば，ペトラルカの父ペトラッ
コは評判の良い公証人であり，移転して間もない教
皇庁に職を得る。ペトラルカもモンペリエやボロー
ニャの大学で学ぶまではこの地で暮らし，大学卒業
後アヴィニヨンに戻ってくる。クレメンス六世の時
49「プラートの商人」261-263頁
50 2001年，Pan Macmillan Australia
51 P.Spufford:Power and Profit―?The Merchant in Medieval Europe，2002年，Thames& Hudson，86
頁
45「中世からの光」44，45頁
46 池上俊一「万能人とメディチ家の世紀」2000年講談社
選書メチエ20頁
47 マンタネッリ／ジェルヴァーゾ著藤沢道郎訳「ルネサ
ンスの歴史上」1999年中公文庫170頁
48 イリス・オリーゴ著篠田綾子訳「プラートの商人―?中
世イタリアの日常生活」1997年白水社
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代である。このようにさまざまな人物が登場する14
世紀のアヴィニヨンが，実は Jinksの小説の舞台な
のである。
ついでに申し上げると，マキアヴェリを始めとし
てミケランジェロもアルベルティと並ぶ大建築家ブ
ルネレスキの父も公証人・法律家である。
シェイクスピアの「ヴェニスの商人」（舞台は16世
紀のヴェニス）でも，シャイロックが契約書を作成
するためにアントニオに公証人のところへ行こうと
いっている場面がある。??
シャイロック さあ，旦那だけの単記証文でよう
ござんすからね。
一緒に公証人のところへ行って，
判をついていただきます。
それからほんのこれは冗談だが，
一つこうお願い申したいんで。
つまり，斯斯の日，斯斯の場所で，
証文通り斯斯の額が，
万一もし返済できぬという場合に
は，違背金として，
旦那の身体のどこからでも，好き
なところから，
その真白い肉をきっかり１ポン
ド，
切って取ってもいいってことを明
記していただきたいんで。
アントーニオ ああ，いいとも。その証文に判を
捺そう，
そして，ユダヤ人も案外御親切だ
と申上げようよ。
この人肉契約の有効性から，そもそもこのシャイ
ロック判決（審理はコモン・ロー裁判所）の妥当性
まで，イェーリングをはじめ??古今東西の法律家の
議論の対象になっており，実はローマ法及び当時の
ヴェニスの都市法との関連で本節とも関係があるの
だが，詳細は小室金之助氏の「法律家のみたシェイ
クスピア」??を参考いただくことでここでは省略す
る。
マーシャル（Richard K.Marshall）もオリーゴと
ほぼ同名の著書〝The Local Merchants of Plato"
を著わしているが，帳簿と公証人文書に関して「大
半の債務者は明らかに債権の保全あるいは立証の手
段を提供していなかった。勘定帳の記入で充分であ
り，帳簿には通常顧客名，購入商品名，金額のみが
記載されていた。保全あるいは立証が必要な時には，
その旨が明示的に示された。その場合には担保物，
公証人の書面，第三者の保証，あるいは証人の口供
書を利用できた。」??としている。プラートの金融業
者 Sinibaldoの1285－1286年の現存する記録では，
おのおのの貸金に対し担保よりは公証人文書（公正
証書）が利用されていたとも記している。??
ただし我々はここで第１章のパチョリの簿記書を
検討した際に言及したように，当時の帳簿が成熟期
の複式簿記のような体系化された帳簿組織と簡潔な
記載方式にはいまだ至っておらず，極めてメモ的な
叙述風の勘定形式であったことを想起する必要があ
る。複式簿記のすべての特徴を明確に備えた現存す
る最古の記録である1340年のジェノア市政庁の財
務官（Massari）の会計帳簿には，日付，各取引の性
質，関係者，金額，元帳の相手勘定への参照等がす
べて文章の中に包含されている。??なおこの帳簿に
は財務官，徴税官，公証人，債権者，債務者，警備
人，市の統治者，市会，商品，損益，経費などの勘
定が含まれており，公証人 Guillielmo Vacha勘定
の実例は泉谷勝美「中世イタリア簿記史論」に掲載
されている。??この勘定の内容から判断しVachaは
政庁所属の公証人であり，彼の手許で発生した手数
料収益は市政庁勘定に振り替えられている。??上記
マーシャルの著作においても，当時のプラートの商
人の帳簿に関し掛けによる売買の場合には詳細な顧
客情報が記載されていたことを指摘している。時に
は取引に関わる状況の記載が見られるだけでなく，
取引先については次の11の項目が記録されていた
という。??
１．洗礼名
２．名字
３．出身地
55 R.K.Marshall:The Local Merchants of Prato，1999
年，The Johns Hopkins University Press，75頁
56 The Local Merchants of Prato 89頁
57 チャットフィールド著津田正晃・加藤順介訳「会計思想
史」1979年文眞堂44頁
58 泉谷勝美「中世イタリア簿記史論」1964年森山書店
101-103頁
59 同著136頁
60 The Local Merchants of Prato 66-67頁
52 シェイクスピア著中野好夫訳「ヴェニスの商人」1993
年ワイド版岩波文庫37頁
53 イェーリング著村上淳一訳「権利のための闘争」1984
年岩波文庫96頁
54 小室金之助「法律家のみたシェイクスピア」2001年三
修社及び市川秀雄「法律的ものの考え方」1982年評論
社97頁以降参照。なお複式簿記との関連で「ヴェニス
の商人」を取り上げたものに，中野常男「会計理論生成
史」2000年中央経済社（第２章「ヴェニスの商人」と
複式簿記）がある。
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４．姓（Surname）
５．称号（Ser or Messer）
６．職業
７．俗称（Nicknames）
８．知られたる人物との関係（son, brother-in-
law,mother etc.）
９．女性の称号（wife of,widow etc.）
10．宗教上の身分（priest, brother, friar, sister
 
etc.）
11．その他の情報（例えば既取引先との関係など）
上述の「勘定帳の記入で充分であり」との表現は
このような状況を前提にしている。
1360年代に「良き習慣の書」を著したパオロ・ダ・
チェルタルドの次の一節もこのような当時の状況を
推測させる。
「あなたが何か証書を作らせる時には，いつでもあ
なたの帳簿を用意しなさい。そして，証書が作られ
た日，それを作成した公証人，列席した証人，また，
なぜ，そして誰を相手としてそれを作ったかを，そ
こに記入しなさい。そうすれば，あなたやあなたの
子供たちが［登記原本を］必要とする際に，容易に
見出すことができる。」??
ここで参考までに前掲の1213年の支払督促のピ
サの公証人文書と1211年（現代暦で1212年）のフ
ローレンスの某銀行家がボローニアのサン・ブロ
コーリの定期市で記帳したとみられる帳簿断片を比
較してみよう。原文は前者がラテン語であり，後者
はイタリア語である。
公証人文書??
「Cagliari，1213年８月８日
友にして尊敬すべき故Neriの子息にして医師の
Bonaventuraの Gerardo Enrigiに挨拶と親愛の情
をこめて
私は，あなたがピサの港に新しい船が到着後15日
以内に下記の事由により私に代わって Rani eri Pel-
legrinoに新貨で£24（ピサ貨）支払っていただける
よう，心よりご配慮をお願いする次第です。それは
私の希望であり，私の意思に基づくものです。私は
万端整える所存ですし，あなたが行おうとしている
配送と支払の手はずを用意いたします。また私自身
または他者を通じても，いかなる方法あるいは法的
手段によりさらなる要求あるいは申し立てを行うつ
もりはありません。
もしあなたが配送と上記£24の支払をなさらな
い場合には，私が重大な損失と不便を被ることを充
分ご承知おき下さい。さらにより信用を確保し，こ
の件に関し疑義が生じないように，私は判事であり
公証人である Bonagiuntaにこの文書を作成するよ
う依頼いたしました。
Santa Ceciliaの地 Cagliariで，Marino Piccini
の邸宅の玄関（portico）において，本件の証人たる
Lamberto Rossiの子息Migliore，故 Dolcettoの子
息 Riccomo，故 Gerardo Grassiの子息 Bonaccorso
の立会いのもとで。
私，故Alloneの息子であり，皇帝の公証人かつ
ローマの最も聖なる皇帝Otto公の判事でもある
Bonagiuntaが，依頼により作成し，署名した。」
帳簿??
A.ペトゥロと B.ファルコニー勘定
（借方側）
① Aldobrandino Petroと Buonessegnia Fal-
koniは，我々が６月18日に彼らに貸与した
imperiali mezzani貨幣1b.18に対して342/3
の勘定で総額にして1b.52をそれぞれにて
我々に返済すべし，而して６月18日に支払いの
こと，もしそれ以上延滞すれば我々の希望たる
１カ月1b.1当たり d.4の（割合いである），証人
Alberto Baldoviniとドゥーモの門人Quittieri
 
Alberti.
② 同上，Buonessegniaはmassamutino（アラビ
ア貨幣）1に対し s.12を返済すべし。
（貸方側）
① Buonessegnia Folkoniは我々に1b.40を返
済した。Jakopoが期日に持参した。
② 同上，彼（Buonessegnia）は1b.4s.2を受領
すべし，我々は６月25日にKalkagnio卿との
（取引）関係で受領すべしとあった Buones-
segnia勘定を控除した。
③ 同上，彼（Buonessegnia）は Tornaquinciを
通じて1b.2s.19を（我々に）返済した。このよ
うにして，彼（Buonessegnia）は同金額を自分
で支払った。
④ 同上，Buoninkontroは６月28日に1b.2を
彼自ら自分で我々に返済した。
⑤ 同上，Aldobrandinoは1b.2s.19を我々に返
済した，Giannozoが持参した。
取引内容が異なるため１語１句の比較はできない
が，記録文章としての体裁は極めて似ていることが
63「簿記史研究」50-51頁
61「中世イタリア商人の世界」158頁
62 Medieval Trade in the Mediterranean World-
Illustrative Documents 232頁
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伺われる。
公証人の中には会社に所属する者もいたらしい。
サポリ（Armando Sapori）によれば，フローレンス
の大商社バルディ（Bardi）は1310年から1345年の
間346人の従業員を擁していたが，「彼らはまた通
信，会計，法律などの部門も必要とした。法律部門
は，俸給をもらい，法律家がいない場合にはさまざ
まな法的役割を引き受け，法律文書を起草し，時に
は法廷で会社を代表する公証人（notaries）から構成
されていた。」??し，チャットフィールドによれば
「ジェノアの銀行の簿記係は，公証人でなければなら
ず，彼等の記録は捺印証書と同様に正式な地位を認
められていた。」??
13－14世紀における公証人の役割については，ブ
リュージュ（Bruges）に関する Rooverの著作に見
ることができる。ブリュージュに言及した為替契約
の最も古い例のひとつは1306年のものであるが，
「この証書は公正証書（notarial deed）であり，非公
式な信書ではない」。??この契約はフィレンツェの
Peruzzi Company（1342年破産）とシエナの Galler-
ani Companyの二者によるものであり，真の為替手
形というわけではない。この点についてルゴドは「当
時の為替契約には二つの種類があったが，いずれの
場合にも，契約者たちが公証人の前に現れることが
必要だった。ひとつはカンビウム cambium，つまり
普通契約であり，もうひとつは商品が無事に着いた
ことを条件に支払いがなされるカンビウム・ナウ
ティクム cambium nauticum，すなわち海の契約で
ある。」??と解説している。
「明らかに公証人の認証を得た（in notarial form）
カンビウム契約は，13世紀及び14世紀の初頭数十
年は一般的であった。最近 Dr Renee Doehaerdに
よって出版されたジェノアの公証人の記録の中には
多くのこれらの実例が存在する。」??Rooverの当該
書では，例えば上記のとおり〝the cambium con-
tract in notarial form"といった表現で公証人の関
与が必ず明示されている。
公証人の職域がいかに広かったかは，第４章の印
刷に関しても印刷職人の徒弟奉公についてその条件
は契約書に明示され，この契約書は公証人を立てて
親方と両親が取り交わし，徒弟が副署した??ことか
らも想像できる。「文書館へ赴いて公証人文書に接し
た経験のあるものは，誰しもその巨大な量に圧倒さ
れるとともに，その内容の多様さにも強い印象を受
けるであろう。巨大な館や農地の売買・貸借，美術
品製作の契約，法的事務の委任，遺言などから零細
な金融にいたるまで，その範囲はきわめて広い。と
くに興味深いのは，公証人を利用する階層が決して
上層市民だけに限られるものではないという事実で
ある。たとえば，家畜飼育契約がある。……また，
徒弟や作男を雇う際にも，しばしば正式の契約が結
ばれている。農民に対する小口の金融や，その偽装
形態である小さな土地の売買に関する記録も，きわ
めて多い。」??
公証人の仕事についてはさまざまな記述の中に垣
間見ることができる。例えば，フッガー家の活動の
うち銀塊の現送を描写した記述から公証人の登場す
る場面を抜き出すと，「セビーリャからの輸出は次の
ように行われた。９月３日に代理商は公証人の立会
いのもとに，王室の役人に輸出許可状を提出した。
……箱詰めの作業が終わったあとで，公証人がどの
箱にも「８」という焼印を押した。９月６日の夜，
金銀を詰めた56箱の木箱は28頭の雄のラバの背中
に積み，代理商，役人，公証人が同行してカディス
湾のプエルト・レアルまで運んだ。９月８日にフラ
ンドル行きの船団に積み込まれ，翌日，船長全員が
旗艦の甲板に集まり，公証人の立会いのもとに，ゼー
ランドへ運んでフッガーの代理商に引き渡す命令を
受けた。」??と忙しく立ち回る公証人の姿を思い浮か
べることができる。有名なマルコ・ポーロの臨終の
場を描いた岩村忍氏の記述から引用すると，「1323
年の冬が訪れた。70の年を迎えると，ようやくこの
頑健な冒険家の健康にも衰えが見えはじめた。そし
て，ついに病床に就くようになったので，妻のドナー
タは医師を迎えた。マルコを診察したのち，医師は，
家族に対して，もはや病人は遺言状を作成するため
に公証人を呼ぶべき状態になっていると告げた。そ
して，ギュスティニアーニという公証人が呼ばれ，
マルコの枕頭で，その遺言を羊皮紙に鵞ペンを走ら
せた。」??そして680年の時を隔てて今我々はその遺
69 L.フェーブル，H.マルタン「書物の歴史上」327頁
70「中世イタリア商人の世界」157頁
71 諸田實「フッガー家の時代」1998年有斐閣179頁
72 岩村忍「マルコ・ポーロ」1981年岩波新書162頁
64 A.Sapori: The Italian Merchant in the Middle Ages，1970年，W.W.Norton& Company.Inc. 52
頁
65「チャットフィールド会計思想史」40頁
66 Raymond de Roover:Money,Banking and Credit in Mediaeval Bruges，1948年，TheMediaeval Academy Of America，49頁
67「ヨーロッパ覇権以前上」118頁
68 Money, Banking and Credit in Mediaeval Bruges
49-50頁
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言状を上記のとおり目にすることができる。??
マルコ・ポーロに関しては，葡萄酒密造人の証人
に立った記録をはじめ，売上金を払わぬ不正直な依
頼商人を訴えたことから隣家との仕切り壁のことで
争った記録まで公文書館に残っており??，当時の記
録社会の一端を伺うことができる。
しかし同じイタリアでも地域によって公証人の活
動の場に広狭の違いがあったようである。中世初期
のロンバルドでは，法的形式によらない債務も地域
の慣習法により支持されていたこともあって，識字
能力のあるものの文書は記録として認められたらし
い。しかしながらしだいに公証人による文書が債務
の存在を示す便宜な手段となり，ローマ法の諸原則
の導入を通じて債務にふさわしい様式とみなされる
ようになった。中世後期においても，中部イタリア
のトスカーナ地方は他の地中海地域の商人と異なり
より広い範囲で自筆の文書に頼っていたが，ジェノ
ヴァやヴェニスでは法的根拠のある公証人文書に依
拠していた。??
３．商人の文書主義と法的背景
文書主義を複式簿記との関連で論じるには，Hos-
kin & Macveのように「文書中心主義（gram-
matocentrism）と計算可能性（calculability）」??と
いう二つの側面から捉えるのが正当であろう。
しかしそのような視点は本論文全体に関わるテー
マであり，本節では公証人制度との関連を中心に，
中世ヨーロッパの都市文化における「文書主義
（Schriftlichkeit）」に限って論を進めよう。
ヨーロッパ史のすべての領域に関わることである
が，いわゆる文書主義についても言語同様ローマン
系とゲルマン系の二つの文化系統によってその状況
は異なっている。中公新書「中世の風景（上）」にお
いて，阿部謹也氏は「都市の市役所の帳簿とか都市
法だって，歴史的に遡っていけば，ある時期までは
文書ではないんです。たとえば都市法。これはどこ
の町も，大体月に一ぺんとか年に何回とか，市役所
の前に専門家の官吏が来て読みあげるわけですよ。
ハンブルグではこれはブルシュプラーヘと呼ばれて
いますが，そのとき市民全員が集まってきて，この
都市法を聞くわけですね。ある特定の鐘が鳴ると，
市民はそこに集まってくる。つまり耳で聞いている
んですね。文書化されるのはずっと後です。ヨーロッ
パでも南のほうへ行くと，これはちょっと考えられ
ないくらい文書主義が徹底していたといわれます。
広島大学の清水廣一郎さんから聞いたことですが，
イタリアの都市では，都市法（スタチュート）が出
来ると，コピーを三通作るというんです。一通は蔵
にしまう。これはまず門外不出で誰にも見せない。
戦争とか何かになれば，みんなかついで逃げる。も
う一通は，市役所の役人たちの日常業務に使う。残
る一通は，鎖をつけて，電話帳みたいにロビーに置
いておくというんですよ。そういう伝統はどこから
来たのか。それこそ地中海商業との関連，とくにイ
スラムとの何らかの関連があるんだろうと思うんで
す。」??と述べている。
ここで触れられている清水廣一郎氏は，この辺の
事情について「中世において成文法を重視する地域
は，ローマ法の伝統が直接的に残っているイタリア
や南フランスなどの地中海地域であり，ロワール川
以北の北フランスやドイツ，イングランドなどは，
慣習法の伝統が強固な地域である。私はかって，13，
マルコ・ポーロの遺言状
76 Keith Hoskin & Richard Macve“Writing,examin-
ing,disciplining:the genesis of accounting’s modern power”“Accounting as social and institutional practice”70頁
77「中世の風景（上）」209頁
73 マルコ・ポーロ著青木富太郎訳「東方見聞録」1978年
河出書房新社303頁
74 アイリーン・パウア著三好洋子訳「中世に生きる人々」
1989年東京大学出版会80頁
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４世紀のイタリアとドイツの都市法を較べてみたこ
とがあるが，その分量の違いに驚かざるを得なかっ
た。たとえば，13世紀末のフランクフルトの都市法
は，刊本にしてみると10頁足らずの簡単なものにす
ぎない。……それに対し，中世イタリアの都市法は
極端に分量が多い。ボローニャ，フィレンツェ，ピ
サなどの有力都市の法は，刊本で数百頁にものぼる
膨大なものである。14世紀になると，人口数百人か
らせいぜい一千人程度の農村都市ですら，数十頁に
及ぶ法を持っている場合が少なくなかった。つまり，
法は可能なかぎり網羅的に規定されるべきもので
あった。……このように「秩序」とか「法」とかい
うものに対する感覚がゲルマン地域とラテン地域と
では大きく異なっていることは，大変に興味深い事
実である。」??とされている。
そもそも中世の前史たるローマ時代を考えると，
増田四郎氏の言うように「国家としてのローマとい
う観念は，東洋の国家のように地域的支配権の観念
ではないのであって，いわば個別的・具体的な権限
内容をもつ契約関係の集積体なのである。……まず
都府ローマという完全市民権保持者の団体が中心に
ある。その都府ローマが軍事力をもち権力をもって，
周辺の町を征服していくと，その周辺の町も，実は
かっては小規模な都市国家だったわけで，若干の周
囲の支配領域をもっていた。それを征服すると，そ
の征服の反抗の度合いなり忠順の度合いなりに応じ
て，都府ローマと，ＡならＡというかっての小都市
国家との間に個別的な契約が成立する。……ローマ
における権限関係の集積というものは，……だから
こそ権限内容を規定した法律が大切なのである。」??
ヨーロッパ，特に複式簿記発祥の地イタリアを含
むラテン系諸国にとっては，既に契約概念を含む公
私にわたる精密なローマ法体系が社会的基盤として
存在したのである。法体系の整備は当然の帰結とし
て，官僚組織と文書主義，そしてそれを担う専門家
を生み出すことになる。
「中世及びルネッサンス期のイタリアでは，文書能
力を持った官吏の必要性が教育において差別化され
た新しいエリートの興隆を加速した。……文書能力
を持った専門家はさまざまな場所で活躍した。医者
や教師がこの範疇に属するが，その人数は比較的少
数である。文書能力を持った使用人への需要は，む
しろ政府と関連する公的機関の複雑化と連動してい
る。ますます記録の保存，他者との交渉力，賞賛と
説得を文書化する必要が高まり，法律家，判事，行
政官，公証人を求める声が強くなる。」??
「12，３世紀になりますと，ボローニャの大学など
を中心に，ローマ法の研究がおこり，ヨーロッパ各
地から集まった若い学生が，やがて法の専門家とし
て，領邦君主や国王に仕え，伝統的な諸慣習や法を，
ローマ法の概念にすりかえて解釈し，権力の強化に
奉仕してゆくということになります。」??
しかし本節の主題は，このような社会的背景を前
提にしつつも，11世紀末から13世紀の末にかけて
の経済史におけるいわゆる「商業の復活」（revival of
 
commerce)??の時期におけるヨーロッパ経済の発
展，特に貨幣経済の進展に伴う中世後期の文書主義
の勃興，特に行政や裁判の領域ではなく商人の世界
でのそれに焦点を絞ることにある。
商業における文書主義は，具体的には契約類の公
正証書化，手形など債権の証券化，会計帳簿などと
して具現化される。
マックス・ウエーバーはその著「経済と社会」第
２部第８章第２節の３において，西欧における「文
書化された証書」（instruments in writing）の歴史
的経緯について総括的に論述している。公証人に関
する部分を中心にその概要を紹介する。
「ギリシャ及び後期ローマ法において，東洋では極
めて古い時期から高度に発展をみていた文書による
証書の利用が，多分最初は基本的には財政目的から
する国家の記録要請を通じて，ある範囲の取引の強
制的な文書化とある程度の譲渡証書類似の証書
（quasi-negotiable instruments）が導入されていた。
ギリシャ及びその影響下の都市においては，文書化
の技術は周知をはかるために二種の官吏，すなわち
ローマ人には知られていなかった裁判所の記録係
（the courts’remembrancer）と公証人（the notary）
によって担われていた。公証人の制度は，ローマ帝
国の東から西へ引き継がれたのである。しかし西洋
では，後期ローマにおける文書化された証書の利用
の実務は実際のところ７世紀までは，また東洋特に
シリアの商人の大量の流入が後期ローマの実務と結
びつくまでは，普及することはなかった。……多分
発展の決定的要因は，法的統一性の喪失後における
商業中心地とそこでの技術的に訓練された公証人で
あり，公証人こそ古代の商業の伝統を維持する唯一
80 E.S.Cohen & T.V.Cohen: Daily Life in Renais-
sance Italy，2001年，Greenwood Press，29頁
81 増田四郎「ヨーロッパ中世の社会史」2000年岩波書店
256頁
82「ヨーロッパ中世の社会史」157頁
78「中世イタリア商人の世界」151頁
79 増田四郎「ヨーロッパとは何か」1990年岩波新書73頁
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のものであり，また唯一の推進力であった。……し
かし，イタリア法では，ドイツにおける象徴主義
（legal symbolism）と公証人制度の実務慣行との結
合によって中世初期においてさえ文書証拠の発展が
強力に推し進められていたにもかかわらず，イギリ
ス法では長い間知られておらず，法制度上の重要な
役割は印章（seal）によって担われていた。」??
ここでの象徴主義とは，証書や証券が魔術的象徴
として証人の前で槍を投げたり，何も書いてない羊
皮紙を渡したりといった一種の呪物的象徴に代わる
ものとして誕生したことを指している。
ドイツではなくイギリスについてであるが，W-J
オングも「当事者の証言のほうが，当初は，テクス
トよりもいっそう信用のおけるものだった。なぜな
ら，そうした証言に対しては，問いただすことがで
きるし，本人に反論させることもできるのに，テク
ストに対してはそんなことはできないからである。
文書を証明する公証人の手続きは，証明の手続きを，
書かれたテクストのなかでやりとげようとするもの
だが，この公証人方式は，文字にもとづく文化のな
かでも遅れて発達し，イギリスはイタリアよりもか
なり遅れて発達した。書かれた文書それ自身も，そ
れが本物かどうかは，書かれたものによってではな
く，なんらかの象徴的なもの（たとえば，羊皮紙の
ひもで文書にしばりつけられたナイフのようなも
の）によってしばしば証明された。実際，象徴的な
ものだけが，所有権を委譲する証拠となりえたので
ある。」??としている。
先に触れたジャネット・Ｌ・アブー＝ルゴド（Janet
 
L.Abu-Lughod）は，13世紀における主として八つ
のサブシステムを伴った世界システムの創出，拡
大・強化を論じた「ヨーロッパ覇権以前―?もうひ
とつの世界システム」において，記録史料を残すこ
とに熱心な社会とそうでない社会についての比較研
究上の困難に触れて「本書で私は，13世紀に密接な
関わりをもち始めた社会のすべてについて，比較の
データを入手することはできなかった。いっぽうの
極にあるジェノヴァや中国では，強迫観念にでもと
りつかれたかのように，記録し数え上げることが熱
心に行われた。ジェノヴァの商人が内外で作成した
何千通もの公正証書は，交易関係の研究者に収拾不
可能なほどの豊富な史料を提供する（フランドルだ
けでも３巻の文書が編纂された。）。中国人の官僚も
また，世界最古の人口統計資料や一次史料を書き残
した。」??として，モンゴルやイスラム地域など他方
の極との違いに当惑している。それとともに同書は，
「13世紀のヨーロッパに起った商業革命は，勘定書，
遺言，委託（コンメンダ）文書，あるいは旅行記な
ど，いかなる史料であれ，主としてヨーロッパ（そ
のほとんどはイタリア）の記録に基づいて叙述され
てきた。」??ことに反省を促している。
既に第２章及び第３章において，このような文書
主義がアラビア数字による計算術，活版印刷と紙の
普及に関連することを検討してきた。また前章にお
いては，印刷文化と関連させつつこれを「声の文化
と文字の文化」の移行過程として，主として文化的
側面から見てきた。第１章のフーコの立場も基本的
には同様の視点でこの時期を捉えている。文書によ
る記録への移行は，時代的には「写本から活版印刷
へ」（15世紀半ば）に少なくとも２百年は先行し，ま
さしく複式簿記の誕生と重なり合うことになる。さ
らにこの移行には，口述筆記という両者にまたがる
領域が存在する。この点に関してはクランチ （ーM.
T.Clanchy）の著作に詳しい。??クランチーも指摘す
るように，「文書はすぐに信頼を喚起したわけではな
い。他の技術における革新と同じく，そこには長い
錯綜した進化の期間があったのである。……現代の
知識人は書かれた文章，特にそれが印刷されている
場合は，話し言葉より信頼できるものと考えがちで
ある。この考えは，早い時期からの読み書きの学習
と少額の取引にさえ手形のような文書を永らく使っ
てきた結果なのである。」??
法律（レークス）という言葉が「読み上げる（レ
ゲーレ）」に由来すること??をはじめ，こと会計に関
しても，先に触れたように会計 accountingが
account for（説明する）から，監査 auditingが audit
（聴く）から発していることからも，このことを伺う
ことができる。公証人も銀行簿記（従って複式簿記）
も，その始まりはこのような口述筆記であったと考
えられる。
ヨーロッパ中世史における文書主義は，その
〝Schriftlichkeit"の表現から言ってもゲルマン系諸
国で使用される概念であるが，フリッツ・レーリヒ
によれば「13世紀になると商人が文書主義に移行し
たこと，いずれにせよ，その世紀の終わりには，以
85「ヨーロッパ覇権以前上」31頁
86 同著35頁
87 M.T.Clanchy:From Memory to Written Record-
England 1066-1307，1979年，Edward Arnold，230頁
88 同著231頁
89「ローマ法とヨーロッパ」６頁
83 Economy And Society Volume Two 682-683頁
84「声の文化と文字の文化」200頁
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前とは全く異なった文書慣行をつくりだしたことで
ある。……この文書主義は，確かにそれ自身，商業
にとって重要であったに違いない。だが，もっと重
要であったのは，商人がこのようにして従来教会の
聖域とされてきた教養の世界に踏みこんで，そこか
ら広範な応用を学びとったことである。小さなみす
ぼらしい羊皮紙片―?それが当時の商人の書簡で
あったが―?の援けを借りて，商人は，今や，固定
した中心にすわったまま，取引領域のさまざまの場
所，例えばノヴゴロドとブリュージュでの仕事を同
時に進めることができるようになったのである。す
でに手形をも含む捺印した文書―?それは法的に商
人を拘束するものであった―?が各地に発送され
た。取引先からは，返信文書や書簡が商人の金庫―?
それは二重底になっていて内外の通貨で現金が蓄え
てあった―?のなかに戻ってきた。比較的長期にわ
たる支払い協定が，都市書記の前で，かつ市外の取
引先の出席のもとに結ばれ，公の信用をもつ帳簿に
記入された。個々の商人がその経営のなかで各種の
帳簿をつけていたが，そのような商業帳簿が，未払
い勘定をチェックしたり，近親者や出資者たちとの
決済を容易にするのに役立った。……重要なのは，
文書主義―?人びとが，組織に不可欠の要素として
利用することを覚えたこの文書主義による商業経営
の合理化であった。」??とされており，イタリアの状
況と基本的には違いがないと思われる。
イギリスの状況については，前掲の「11，12世紀
のイギリスにおいて行政事務のために読み書きがど
のように用いられたということを周到にあとづけ
た」??クランチーの事例史研究??に詳しい。例えば会
計関係に関しては1208年に始まるウインチェス
ターの主教の記録には，荘園における貨幣・穀物・
家畜での収入と支出が詳細に記録され，その記録は
整然としているので各執行吏によって提出された草
案あるいは記入済の勘定書を基礎にしていたに違い
ないとしている。??商人の世界についてはどうであ
ろうか。「1279年から大主教ピーチャムのスタッフ
の公証人であったジョバンニ Giovanni di Bologna
（同名だが前掲のゼノアの公証人とは別人）は，エド
ワード一世の時世下のイギリスにおいて文書が一般
的に使われていたとする意見には同意しないであろ
う。彼は「注意深い人同様イタリア人は，実務上締
結しようとするあらゆる契約に公正証書を用いよう
とする。しかし英国人はまったく逆で，よほど重要
な場合を除き証書を求めない」と書いている。しか
し Giovanniは，イタリアとイギリスの実務の違い
を誇張している。1285年の商人の規則によれば，イ
ギリスのすべての重要都市では，王の印によって認
証された債務証書を正副２通作成し清書することで
債務の承認を記録する書記（clerk）の存在を義務づ
けている。……ジョバンニは，北イタリアの大都市
の事例を普遍化し，そこでの商人とイギリスでのそ
れとを比較しているのである。……年代史に見ると，
イギリスは1100年の状態に比べ1300年には明らか
に文書志向的（document-minded）である。」??
イタリアと異なるのは，公証人の副署がなくても
自分の印章（seal）を所持する者はどこでも自署する
ことで適格と認められたのである。
上記イギリスにおける状況については，我々は
The Dugdale Societyの貴重な文献〝The Statute
 
Merchant Roll of Coventry 1392-1416"??によって
知ることができる。これにはイギリスの Coventry
（イングランドWarwickshireの都市）の1392年か
ら1416年にわたる商人法（the Statute of Mer-
chants）の規定に従った文書（書記の一人による副
本）が掲載されているが，本文はラテン語である。
Introductionからその概要を紹介すると，債権者及
び債務者は市長（Mayor）及び書記（Clerk）の面前
で書記により債務証書（recognizance―誓約書）を
２通作成し，それに王及び債務者の印章（seal―封ろ
う・鉛などに印を押しまたは打ち出したもので文書
にはり付ける）を添付する方式がとられていたよう
である。債務証書には「ある日Ａが市長及び商人法
上の書記の面前で，Ｂに対し特定の日にある金額を
支払う義務があることを認める。」??ことが記載され
る。このようにイギリスにおいては，公的な書記
（Clerk）が公証人の役割を担っていたのである。
クランチーの記述で興味があるのは，あのカンタ
ベリーの大司教でヘンリー二世の対教会策に反対し
て殺されたトーマス・ベケット（Thomas Becket
1118－70年）がロンドンの商人の，またその後はロ
ンドンの州長官の会計係（accountant）からその経
歴を始めているとの一節である。??当時の書記職人
94 同著37頁
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Oxford University Press
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（clerk）の文化の一側面を垣間見ることができる。
クランチーは，当然ローマ法と違い慣習法に支配
されたイギリスについて言及しているが，ノーマ
ン－コンクェスト以降のイギリスがイタリア及び他
のヨーロッパ諸国の影響下にあったことを強調す
る。大蔵省（the Exchequer）の会計システムはヘン
リー一世の時世にフランスの数学専門家によって導
入されたものであり，またイギリスの法曹家はボ
ローニアの法学校で教会法や市民法を学んだ人たち
で構成されていたのである。ただしこのように官僚
機構がヨーロッパ諸国の影響を受けていたのに，何
故ローマ法での公証人制度（the Roman notarial
 
system）がイギリスに根付かなかったかは追求すべ
き課題としている。??
時代はさらに下るが，酒田利夫氏の研究によれば
1586～1610年のロンドンのウエスト・エンド地域の
１教区 St.Dunstan in the Westにおける洗礼簿か
らの職業分布は次のようになっている。??
仕立屋（Tailor） 290人
ジェントルマン（Gentleman） 232
製靴工（Shoemaker） 111
刃物師（Cutler） 88
公証人（Scrivener） 76
仕立商（Marchant Tailer） 73
鞍師（Sadler） 58
書籍文具商（Stationer） 55
料理師（Cook） 50
食料品商（Grocer） 40
同地域には二つの法学院が存在していたという特
殊事情があるとしても，公証人が上位を占めている
ことに注目すべきであろう。
ほぼ同時代（1622年）の当時の実務慣行を解説し
た教科書であるマリンズの『商慣習法論』（Lex
 
Mercatoria）から公証人に触れた部分を，J.M.ホー
ルデンの著作から借用すると，「手形が「その後24時
間経過しても」引受けられない場合には，「このこと
を支払人に通告するため公証人（Notarie）と共に右
手形を支払人に呈示することが便宜である」。それで
もなお引受がなされない場合には，公証人は「支払
人に対して口頭で引受拒絶を証明」することになる。
しかし，支払人が望む場合には，これは明らかに書
面化されなければならなかった。」???とある。なお
ホールデンが当時のもう一冊の傑出した教科書とし
てあげている『為替手形に関する助言』（1651年）の
著者マリウスは公証人である。???
ここでイギリスにおける公証人の制度的枠組みを
整理しておくと，慣習法に従う同国では上述のとお
り公証人に関する規則も制度も13世紀までは存在
していなかったが，この頃までには散発的に大陸か
ら公証人が渡来してくるようになっていたらしい。
1279年にはローマ教皇はカンタベリー大司教が公
証人を任命することを認めており，その後教会法で
ある〝the Ecclesiastical Licences Act of 1533"で
明文化される。1801年になって初めて議会が〝the
 
Public Notaries Act of 1801"として法制化するま
で，英国の公証人は外国からも議会からも干渉され
ずに国教会により任命されていたのである。
現在の英国にはロンドンのシティーでのみ他国と
の諸事案を扱う Scrivener Notariesと通常の
Notariesの二種類の公証人が存在する（Tom Hall-
iwell “Notaries-A Brief History”www.learned-
counsel.comから要約）。
イタリアの状況については第２節のとおりであ
る。その特色は，「ローマ法の伝統をうけつぎ，私的
な法律行為の検証を私的な身分の仲介人にまかせた
こと。超越的な政治権力をよびこまず，都市国家の
市民の水平な関係で処理しようとしたこと。」???で
ある。「自首制（アウトケフアリー），すなわち完全
に独立的な裁判＝行政官庁。これを完全に実現した
のは諸都市の中の一部，とりわけイタリアの諸都市
のみであり，イタリア以外の都市は，しばしば下級
裁判権についてのみ，また長期にわたっては多くの
場合国王裁判所またはラント（都市以外の地域にお
こなわれた一般法）の最高裁判所への上訴権が留保
された形で，自首制を実現しえただけであった。」???
本論は再三言及しているように，複式簿記という
一つの技術体系を視座として，近代社会における合
理的思考がいかに構築されてきたかを探求しようと
する試みである。そのような視点から資本主義の特
徴をとらえたマックス・ウエーバーについて，我妻
栄氏は「経済関係を合理化ならしめるためには，こ
れを規律する法律関係も〝berechenbar"なものでな
ければならない。即ち，権利関係は，身分的要素と
いうが如き不合理なるものを洗い落として，意思に
101 同著56頁
102「中世からの光」45頁
103 Ｍ・ウエーバー著世良晃志郎訳「都市の類型学」1966年
創文社267頁
98 From Memory to Written Record235-236頁
99 酒田利夫「イギリス社会経済史論集」2000年三嶺書房
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基づいて形式的合理性（formal rational）に決定せ
られるものとならなければならない。而して，ロー
マ法の形式論理的思考方法と合理的訴訟手続とが宛
もこの要求に適するものであった。これ，近世法が，
資本主義の発達に当って，これと相互に因果の関係
に立ちながら，ローマ法の形式に拠ることによって
合理的法律体系を確立した所以である，というのが，
ヴェーバーの主張である。」???とされているが，文書
主義と関連させてその法的背景を概観する必要があ
る。
４．ローマ法と商人法
普通にローマ法とは，建国以来紀元前450年ころ
の十二表法の制定を経て６世紀における東ローマ帝
国の皇帝ユスティニアヌス（Justinianus）の立法作
業（ユスティニアヌス法典）までのローマで形成さ
れ変遷した法をいう。「ローマ法の歴史は，……古い
閉鎖的・形式主義的な厳格市民法であったローマ法
が，ローマの世界国家としてのはなばなしい発展に
応じて，歴代の法務官や法学者の手によって，時代
の要求にかなった「万民法」として進化していった
過程を示している。こうして形成されたローマ法は，
特に商取引法の領域において，おどろくほど高度に
洗練された，精緻な，そしてある意味では「近代的」
とさえいえるような法制度の宝庫であった。」???
ローマ法はその後中世西ヨーロッパ諸国で解釈研究
の対象とされまた実際に適用され，各時代の社会の
要求に応じて，多かれ少なかれその意味を変えられ
つつ発展し，ことにドイツ，フランス，イタリアな
どの諸地方で，各地固有の法を補充する普通法とし
て用いられた。その辺のローマ法の変遷，特にフラ
ンス，イギリス，ドイツの各国別の状況については
「歴史の全領域を通じて，ローマ帝国の崩壊以後の
ローマ法の運命ほど重要で困惑させられる問題はな
い。」???という書き出しで始まるヴィノグラドフ（P.
G.Vinogradoff）の〝Roman Law in Medieval
 
Europe"に詳しいが，そのようにその意味を変じた
ローマ法もまた，ローマ法といわれる。各国，特に
フランスにおける慣習法とローマ法の関係につい
て，その原初的記述をモンテスキューの「法の精神」
（De l’esprit des lois1748年）第28篇ほかにみるこ
とができるが，そこでも「多くのローマ法の規定を
わが慣習法のなかにもはいっているというのが事実
である。とりわけその新規の編纂が，われわれの時
代からはるかにへだたってはいない時代に行われた
場合にはそうであって，この時代にはローマ法は文
官職をめざす人々すべての知識の対象であっ
た。」???とされている。なお同著は第20篇及び第21
篇において「その本質と差異において考察された商
業との関係における法について」，「それが世界にお
いてこうむった変転において考察された商業との関
連における法について」との篇名で商業と法との関
連に言及しているほか，全篇を通じて「それぞれの
国の法や政治体制と気候，風土，習俗，宗教，商業
などの関係を実証的に探求し，その相関関係を論じ
た。」???先駆的業績であり，「商業が，あらゆる国民の
習俗についての知識を，いたるところに浸透させた
のである。人々は，異なった習俗を相互に比較した。
そして，そのことから大きな利益が生まれた。商業
の法は，それが習俗をそこなうのと同じ理由により，
習俗を完成するといえるだろう。」???との認識も含
め，本論における筆者の基本的視座と一致する。
ローマ法の特質は「その理論的基礎を国家法にで
はなく，古代都市国家の自由市民の私法に据えてい
る。」???ことにあり，かつ「このローマの世界法は，
明確性と単純性と論理的一貫性を有する科学的体系
として，?書かれたる理性>そのものであるように思
われた。……ローマ法は，行為能力を有する個人を
前提とする私法の成立を妨げているところの一切の
ゲマインシャフト関係を解体するのに，決定的な役
割を演じたのである。」???
中世期末から近世初頭にかけてローマ法がヨー
ロッパ諸国の現行法制として継承された理由とし
て，平野義太郎は次の３点をあげている。
「その第一の理由は，ローマ法が所有権本位の法律
だからである。そして，この所有権保護の法律によっ
て，人間の利己心が保護されたからである。
その第二の理由は，この所有権保護のローマ法が
個人の生産を増進し，物の利用について能率を発揮
させたからである。
その第三の理由は，かくしてローマ法が私有財産
制度を確立し，資本主義の法的基礎をつくったから
107 モンテスキュー「法の精神」1999年中公バックス「世
界の名著34」547頁
108「法と社会」84頁
109「世界の名著34」499頁
10 オッコー・ベーレンツ著河上正二訳「歴史の中の民法
―?ローマ法との対話」2001年日本評論者序文
11 テンニエス著杉之原寿一訳「ゲマインシャフトとゲゼ
ルシャフト（下）」1990年岩波文庫150-151頁
104 我妻栄「近代法における債権の優越的地位」1988年有
斐閣 SE版253頁
105 碧海純一「法と社会」1990年中公新書99頁
106 Roman Law in Medieval Europe ２頁
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である。」???
しかし「ローマ社会の遺産たるもろもろの法的範
疇は，中世封建社会における商人社会都市のなかに
命脈をかろうじて維持しつつあったとはいえ，しか
も多面ではさらに一歩をすすめてより以上の範疇発
展を完成しさえしたのである。」???が，一方では「商
法は，ローマ法の法文では重要な地位を有したが，
中世にあまり発達しなかった。商人たちは，地域の
裁判所ではなく，商人仲間による非公式な審判人団
による紛争解決を好んだ。こうした審判人団は，諸
都市で開催される定期市や，商人のあつまる港町に
設けられた。こうして，商人共同体は，国境を越え
た商慣習の体系を発展させたのである。」???
この点に関しマックス・ウエバーは，「最も近代的
な階層，すなわちブルジュア階層は，本質的なロー
マ法の継承には関心を示さなかった。彼らの要求は，
中世における商人法（law merchant）の諸法令及び
都市における不動産法によってより充足されたので
ある。」???とした上で，「ローマ法の継承が決定的意
義をもつのは，それが形式的法思考を生み出したか
ぎりにおいてである。」???と位置づけている。「実際
近代資本主義に特有なすべての制度は，ローマ法で
はない他の起源を有している。例えば，年金証書―?
個人の負債あるいは戦時公債のどちらから生まれた
としても―?は，中世法に由来し，ゲルマン的法思
考の影響を受けている。同じく株券は中世及び近代
法から生まれたものであり，古代法の知らないとこ
ろである。アラビア，イタリア，ドイツ，イギリス
の法がその発展に寄与した手形についても同様であ
る。商事会社も中世の産物であり，古代においては
ただコムメンダの企業形態が見られるのみである。
証書形態の抵当権，信託証書，さらには代理も，中
世に起源を有し，古代には遡らない。」???と，ローマ
法がただちに資本主義の成立根拠とは主張できない
としている。我妻栄氏も同様であり，「資本主義の発
達が悉くローマ法理論の上に築き上げられているも
のとは，決して断じ得ない。……金銭債権が独自的
存在を獲得するに従って，ローマ法理論は多くの点
において修正を受けると共に，その所有権理論も崩
壊の運命をたどっている。金銭債権の独自的存在獲
得のための債権法における新しき法律理論は，無因
行為理論といい，無権利者の譲渡の原理といい，証
券による商品の移転といい，企業の担保化の理論と
いい，悉くローマ法理論の修正の努力である。」???
法概念の体系化及び文書化を含む訴訟手続の合理
化において，ローマ法が重要な役割を演じたことは
前述のとおりであるが，商業実務にかかわる法的整
備は，実務慣行の集成という形で中世以降順次進め
られてきたのである。
このような慣行の集成が商人法であり，10世紀に
その最初の形跡を見ることができる。
「新しい慣習の形成が法の発展を促すという現象
は，商法の領域などでは，歴史上しばしば起こっ
た。」???
一方では「各都市の商人ギルド間の協定を通じて，
地方的な共通性をもちながら次第に成立」???したも
のであり，また「大市や市場で，その最初の形跡を
10世紀の経過する間に見つけ出すことのできる商
人法（jus mercatorum）が商人間で「商取引の実際
から生まれ，商取引の広まっていくのに応じて次第
に拡がった慣行の集成であった。諸国の商人が定期
的に参集し即決裁判用の特別裁判所をもったことの
知られている大きな大市が，疑いもなく最初に，国，
言語，民族法の相違にも拘わらず，根本においては
どこでも同じであった一種の商法の彫琢されていく
のを見たであろう。」???「大市の「商慣習」coutumes，
とくにイタリアとネーデルランドのような経済的感
覚において最も進んでいた地域の商人たちが相互に
相会するシャンパーニュの大市の商慣習は，正真正
銘の商法を出現させるにいたった。」???
「シャンパーニュの伯は，大市に参加する商人たち
に，彼ら自身と人びと，その物品に対して，非常に
積極的な保護を与えた。……シャンパーニュとブリ
の伯たちは，さまざまな地域からきている商人たち
の間に秩序を強制する，大市のなかでのみ適用され
るローカルな司法制度の確立を促した。伯たちに任
命された役人，いわゆる「大市監視人」は，市に集
まった多くの人たちの間の治安を維持し，訴えに耳
を傾け，契約の履行を強制し，不正を罰するための
罰金を徴収した。一時は数百を数えたこれらの役人
18「近代法における債権の優越的地位」313頁
19「法と社会」106頁
120 恒藤武二「法思想史」1977年筑摩書房185頁
121 アンリ・ピレンヌ著佐々木克巳訳「中世都市」1981年
創文社110頁
12 アンリ・ピレンヌ著大塚久雄・中木康夫訳「資本主義発
達の諸段階」1969年未来社41頁
12「民法におけるローマ思想とゲルマン思想」1970年有
斐閣394頁
13 山中康雄「市民社会と民法」1950年日本評論社115頁
14「ローマ法とヨーロッパ」135頁
15 Economy And Society Volume2 853頁
16 General Economic History 342頁
17 同著341頁
18 日 野 晃 輔
たちは，二人の名士のもとにおかれたが，この二人
の名士は裁判所の一員であり，事件を審理し，紛争
に裁定を下し，そして罰金を課した。13世紀の半ば
頃までに，この監視人たちは独自の勢力に成長した。
伯とは別の印章を使用し，「大市記録簿」に契約の要
約を記録し，同意事項を公証し，その履行を強制し
た。しかし彼らの究極の武器は，負債を払わなかっ
たり，契約上の約束を履行しなかったという点で有
罪であることが判明した商人を，その後大市から締
め出すということであった。これは明らかに非常に
厳しい罰則だったので，将来の利益に対する機会を
失うリスクを敢えて冒す者はほとんどいなかったよ
うだ。しかし，そこまでは至らないとしても，監視
人は，債務不履行者の商品を差し押さえて，それを
債権者のために販売することができた。」???シャン
パーニュの大市の独自性は，そこに見られる金融市
場と初期の信用システムにあり，その役割はイタリ
アの商人が担っていた。彼らの装備は簡単で，布で
覆われた作業台あるいはテーブル，天 一組，そし
て数袋分の硬貨である。???この作業台（バンコ）から
銀行（バンク）という言葉が直接由来していること
と，前述した公証人をあらわす tabellioが，彼らが市
場あるいは大市で仕事をする際の小さな机 tabella
（a small flat board or tablet）を語源としている???
こととは，本節の立場からは大変興味ある事実であ
る。
中世ヨーロッパにおける商人法の実証的研究は著
者の知るかぎり英米文献に限られている。ここでは
L.E.Trakman “The Law Merchant:The Evolu-
tion of Commercial  Law”???とW.A.Bewes
“Romance of Law Merchant”???により，若干の検
討を加えてみる。
交換の発生以来慣習は商業を支える柱であった。
これらの慣習は，広域的な通商の拡がりとともにや
がて法的形態に進化していく。例えば，紀元前３世
紀におけるロドス法（Lex Rhodia???―海商法）は地
中海世界における商人実務の成文化であり，９世紀
における東ローマ帝国のバシリウス１世のバシリカ
法（Bacilica）も同様である。
11世紀に入ると都市や市場において，その地特有
の商慣習が生まれ，それらを規制的な法典に集約す
る動きが始まる。「当事者が取引形態を自由に決定で
きるローマ法では，近代の商業生活の複雑な法的メ
カニズムが扱われていなかった。」???からである。こ
のようにしてバルセロナでは the Consulato del
 
Mare，オレロン島では the Rolls of Oleron，ドイ
ツのウイスビー（Visby―英語表示）では the Laws
 
of Wisbyなど有名な商人法が成立する。これらは，
その後における「商業の復活」に伴う海上貿易の進
展により国際的な商人法（the cosmopolitan Law
 
Merchant）として12・３世紀に引き継がれていく。
商人法の基本は，あくまでも商業実務の体現であり，
法による規制はあくまでも商人の意思の反映として
の第二次的なものにすぎない。従って審判人も法律
家ではなく商業の経験者であり，あくまでも迅速性
と経済性を主眼とした処理が中心となる。商人法の
最盛期には，商人ギルドが大市での審判とともに商
事に関する紛争の解決に当たったのである。イタリ
アにおける典型的な商業規則である the statute of
 
Brescia（1313年），the Leges Genuenses（1403－
07年），the statute Calimalae of Florence（1302
年）は，いずれも裁判官に略式の手続を指示してい
る。公証人による証明は通常なしで済まされ，手書
きの署名が充分な文書証拠として受け入れられた。
口頭による合意も法上の組合契約として認められ
た。「厳格な法制度は，商人の要求には適合しなかっ
た。更新の手続も代理人の権限の利用も，債務の委
譲について簡単な手続きを求める取引人の要求に合
致していなかった。公式な債務証書についての法定
の登録制度もまた便利ではなかった。このような理
由により，商人は自分達で権利義務を表す書式
（writing obligatory），即ち印章（seal）もなく，ま
た通常は公証人ではなく債務者によって書かれた文
書形式を発展させた。」???
イギリスにおける状況については，ヴィノグラド
フが次のように要約している。
「慣習が成長し，それが一般法に編入された例とし
て注目すべきものは，イギリスにおける商慣習法
（Law Merchant）である。もともと，商事取引を規
制する規範は，慣行によって成長し，商人たち自身
の間では，拘束力あるものとして承認されていた。
イギリスでは，これらの慣習は，長い時代にわたっ
て，地方的裁判所が専門的法曹の協力をえて運用す
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る特殊の規範の一定の集合体であった。ところが，
時代が移るとともに，……それはコモン・ローのな
かに吸収されるにいたった。……現在，その規範の
多くが，1882年の為替手形法および1893年の動産
売買法のなかに成文の形で表現されているのをみる
ことができる。」???
スコット（Dr.Scott,1887-1954）の〝The Cultural
 
Significance of Accounts"においても「契約の自由
が潜在的にも理論的にも広く認められるようになる
と，コモンロー（the common law）の外に商人の
ための法を置くシステムはもはや事態に対処できな
いものになった。状況が必然的に商人法（the law
 
merchant）をコモンローに編入させたのである。英
国におけるこの変化は，16世紀から17世紀に亘っ
て訪れた。」???とほぼ同様の記述が見られる。
J.M.ホールデンも「1601年以前の時代において
は，わが英国法のこの分野（流通証券の発展―筆者
注）はコモン・ロー裁判所以外の裁判所によって，
特に定期市裁判所（Fair courts）および海事裁判所
によって運用されていた。第二期，すなわち1602年
から1710年にいたるまでの時代を通じて，商慣習法
は次第にコモン・ローに編入されつつあった。それ
は急速な発展の時期であった。第三期は，1882年，
すなわち，為替手形法がこの分野の法の多くについ
て比較的些細な修正を幾つか加えたうえで一つの法
典にまとめ上げた年に終る。」???とほぼ同様に記述
している。
Bewesは商人法とコモンローとの主な違いを15
項目に分けて分析しているが，その11項目で「勘定
を仕訳帳と元帳の形で記録することは古代からの商
人の一般的慣習であり，これらの帳簿はその記帳者
の利益のため一般的な証拠力を有していた。そのよ
うな規則は，1890年10月24日の破棄院（最高裁判
所に該当する―筆者注）の判例解釈によりフランス
民法典の1329条項（article）に見出すことができる。
自署された文書は，その記入に立ち会っていない対
抗者に対していつでも証拠力として利用することが
できた。ローマ法のもとでは，債務者と見なされた
者はその記入にしたがわざるをえなかったのであ
る。……大市での規則にならって，イギリスのコモ
ンローは自らのために経常的に記録された帳簿は，
the Act of 1609,7 Jac.I.c.12により二重の債務支
払いを避けるために立証力を有することを明らかに
している。」???と記述するとともに，公証人の役割に
ついて「1326年頃からシャンパーニュの市では公正
な契約は公証人の公証を義務付けていたと言われ
る。それは，筆記能力を欠く多くの慎重な商人たち
が最初から公証人のサービスを利用したからに違い
ない。Mitchellは〝Law Merchant"において，13
世紀の半ばまでには公証人の公証を得た契約がイタ
リアでは一般的になった。その世紀の中旬には，ジェ
ノアには200人，ピサには300人ほど，ミランでは
次の世紀には500人超の公証人が存在した。マル
セーユの１人の公証人は，１年（1245年）で1,000
件を超す商業文書を作成したと推定されるし，１人
の公証人が１日で60件近い文書を作成している，
（ラテン語という）言語の統一性が商業慣習を確立
し，一般化するのに大いに役立ったのである，と述
べている。」???とMitchellの記述を引用している。
このようにして，厳密な法的手続は商人法のもと
で商業実務の妨げにならないように簡略化されてい
く。先に触れたように，公証人の役割もしだいに縮
小していくのである。
しかし中世の終焉に当たり，商人法は弾力的な法
システムとして社会・経済的変化の脅威を理想的に
回避できる力を内包してはいなかった。国境を越え
た交易に伴う複雑性の増大は，商人を規制する法の
拡散を生じることになる。社会が国民国家に分離し，
文化の多様性が進展する中で，商人法の統一性は突
き崩されていく。地方君主への権力の集中は，商事
裁判を集権化された法秩序，支配的君主そしてその
国固有の法システムに従わせることになる。商人法
の精神は，国家の政策，国益などを体現した国内法
体系に包含されていくことになるのである。
もう少し時間を追って詳細を見てみよう。
商人法あるいは多くの商人法を包含した都市法は
非常に早くから，少なくとも商人間の訴訟の場合に
は，裁判実務の中に導入され，一種の属人法として
商人は聖職者や貴族と同じく特別法を享受してい
た。???しかし「商人法の存在を暗示している史料も，
不幸なことに，その内容を知る手がかりは与えてく
れない。」???し，「商人法はやがて都市法に統合され
る。」???のである。「家族・相続・婚姻・経済的な権利
134 The Romance of the Law Merchant 22頁
135 同著22頁
136「中世都市」110頁
137 同著110頁
138 朝倉弘教・内田日出海「ヨーロッパ経済―?過去からの
照射」2002年勁草書房64頁
131 P.G.ヴィノグラドフ著末延三次・伊藤正己訳「法にお
ける常識改訂版」1963年岩波現代叢書127-128頁
132 1931年，Reprinted in 1973 by Scholars Book Com-
pany，59-60頁
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義務などの人間関係をとりしきる慣習法は，中世に
おいて圧倒的な比重の大きさをもっていた。しだい
に役割を小さくしてゆくとはいえ，制定法との比重
が逆転するのは，ようやく16世紀になってからで
あった。」???
我々はこのような都市法（the statute）の例を12
世紀初めのピサに見ることができる。
「1156年かそれより早く，ピサの都市国家はロン
バルド王の告示や地方の慣習の集積であり，ローマ
法の原則から引用した新しい法典を編纂するため法
に長けた賢者による委員会を招集した。1160年に公
布された法典は二つの部分からなり，一つは結婚や
相続など市民生活に関わるものであり，他は商人，
海事，封建法に関わるものであった。次世紀以降に
は，主要な都市国家のすべてがおのおのにふさわし
い形でこれに従った。」???このピサの都市法，特に
the Constitutum Ususこそ，マックス・ウエーバー
の25歳（?）の学位論文である〝The History of
 
Commercial Partnerships in the Middle Ages"（英
訳本）の第４章において The Law of Partnership
の対象として検討を加えた???そのものである。The
 
Constitutum Ususにおけるローマ法と商慣習との
関係については，上記Hant & Murrayと同様の分
析を行っているが，この二つの部分が民法（civil
 
law）と商法（mercantile law）の関係として現代に
継承されているとの指摘???，は重要である。
このような法制化の必要は，法律や規制がこの時
代まで累積されてきたこと，従って多数の冊子に分
散され，錯綜するとともに相互に矛盾することに
なってきた事実によるものである。その上，法は急
速な状況変化を処理するため，自らの規則を持った
数多くのギルドとの関係を調整するため，さらには
企業の共同経営形態を用意するためにも秩序立って
改訂していく必要があった。
こと法的環境に関しては，13世紀初めから重要な
発展が見られる。第一にユスティニアヌス法典が11
世紀の終りにかけて見直され，12世紀にかけて次第
に明確化されたことである。第二は地域の支配者や
都市政府が法律制定を先導し，組織化し始めたこと
である。第三はボローニャを始めとする法学校が設
立され，そこで教師・学生が教会・市民両法のテキ
ストを研究，解釈，普及させるとともに，多くの市
民法典を編纂したことである。最後は，教会法，市
民法の法律家たちが，その姿勢を徹底的に変更して，
個人財産を自然法に由来する神聖にして侵すべから
ざるものとしたことである。???
その前提には山内進氏の指摘するように???，グレ
ゴリウス７世以降のローマ教皇による聖俗の分離と
合理的集権制への「教皇革命」による教会法の改革
があり，それと上記ローマ法の進出が相まって合理
的な訴訟手続きを発展させていった時代変化が背景
にあったであろう。「神判とくに熱湯・冷水・熱鉄神
判に代わるものとして登場したのが，教会と世俗権
力が司る，文書や証人，証言による合理的証明だっ
た。」???のである。聖俗両界での権力の漸次的集権化
とそれに伴う官僚機構，特に文書主義の普及もこれ
らと軌を一にしている。
教会法（the Canon law）と商人法との関連につ
いては，Bewesも商人法が立法化以前に相互信頼と
信実（mutual confidence and good faith）を基本
とする点で教会法の影響を受けたであろうことと，
「中世においては，教会こそ極めて重要な商人であっ
たことを思い出すべきである」と指摘している。???
西ヨーロッパの商人は12世紀の初めまでは従う
べき規則はほとんど持っておらず，彼ら自身の新し
い法制度を作り出す必要があった。しかし E.S.
Huntと J.M.Murrayによれば，13世紀の初めまで
には政治とビジネスの相互関係について大きくは四
つのタイプが区分できるようになる。一つは，ヨー
ロッパ全域の大抵の小さな市場都市の例で，そこで
は企業家たちは周辺を含まない限られた範囲である
程度の自治を享受していた。第二はパリやバルセロ
ナのような首都での商人や職人たちで，限られた範
囲での独立は維持しつつも，君主やその役人の直接
の支配を受けていたケースである。第三は，低地地
方のジェントやブルーグ，それに北ドイツのリュー
ベックのような商業・工業都市で，ここでは基本的
には地方政府をコントロールし，自らに役立つよう
に君主を扱える権威を保持していた。最後は正真正
銘の独立都市で，ここでは企業家は地方政治を操作
143 A History of business in Medieval Europe 1200-
1550，96-97頁
14 山内進「決闘裁判―?ヨーロッパ法精神の原風景」2000
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していただけでなく，外交政策も牛耳っていた。そ
の典型的な例は，北央イタリアの沿海都市のヴェニ
ス，ジェノヴァとフローレンスとシエナの商業・工
業中心地である。???
上記状況については，マックス・ウエーバーが「経
済と社会」及び「一般社会経済史要論」において詳
細に分析したところであり専門外の筆者の知識の及
ぶところではないが，「経済と社会」第２部第９章８
節の部分訳である「都市の類型学」により法制度に
関係する部分の要点を引用すると，「諸都市自体の，
および都市の内部ではさらにギルドやツンフトの，
自律的な法制定。全面的にこの権利をもっていたの
は，政治的独立性をもっていたイタリアの諸都市と，
一時的にはスペインとイギリスの諸都市と，フラン
スおよびドイツの諸都市のかなり多くのものであっ
たが，ただし，必ずしも常にこの権利の明示的な付
与状が存在していたというわけではない。都市の土
地所有・市場取引・商業については，審判人として
の都市市民によって構成される都市裁判所が，一律
的な・全都市市民に共通の特別法を適用していた。
この全市民共通の特別法は，慣習や自律的な制定や，
他都市の模範の模倣や継受や，都市建設に際しての
他都市の法の授与やによって，成立したものである。
都市裁判所は，訴訟手続については，非合理的・呪
術的な証拠方法―?決闘・神判・ジッペ宣誓―?を
ますます排除して，合理的な証拠調べに置き代えて
いった。……大陸においては，資本主義的に利用し
うるごとき法制度は，正に都市法から生まれている
のであり，ローマ法的ラント法から生まれたもので
はないのである。……ドイツにおいてローマ法の継
受に対して最も冷淡であったのは，ほかならぬ最も
近代的な市民層であった。商法・営業法・不動産登
記法などの市民層の利害に最も直結した法領域は，
すべて中世都市法の産物であり，ローマ法には知ら
れていなかったからである。」???
「市場権，自律的な商工業政策と独占的な禁制権。
市場はどの中世都市にも存在していた。そして，市
場監督権は，どこにおいても，参事会（ラート）が，
都市君主の手からこれをきわめて広範囲に奪いとっ
ている。」???
中世ヨーロッパ商業の法的背景に関しては
Lopez & Raymondが次のように総括している。
「中世商業における契約の重要性については，いく
ら評価してもし過ぎることはない。契約は現在同様
取引と投資が行われる際の基本的枠組みであった。
中世人の精神は，極めて法律尊重的であった。法的
手法は彼らの経済活動に反映されただけでなく，そ
れに影響を与えた。商人法（commercial law）の発
展は，商業の進展と結びついていたのである。不幸
なことに，経済史においては商人法に関しては論争
の的であり，方向性が見出しえない。……しかし，
中世の商人と実際に契約を起草した公証人が，いか
なる合意がなされたかについて的確に把握していた
ことに疑いはない。」???
前述したように彼らが必要とした新しい商業実務
にもともとのローマ法体系が即応できたわけではな
い。「「人」「物」「行為」は，中世封建社会において
は，人間の生活関係より全面的に追放され」???てお
り，商人法や商人の法を中核とする都市法のみが，
権力者との交渉の中でローマ法上の法的範疇と精緻
な訴訟手続をこれらの新しい商業実務に適用させる
ことができた。商人に対する諸規定・諸慣習は決し
て一般法として万人に適用されたわけではなく，特
権として勝ち取ったある種の身分法なのである。
従ってそこでの合理主義は，商人としての身分的合
理主義にとどまっている。その点現代の法体系に慣
れ親しんでいる者には誤解を生みやすい。先に触れ
た決闘裁判が騎士階層にのみ許された裁判手続で
あったことと同様である。しかし「近代法に結実し
た商法的なもろもろの法範疇は，まさにかような
ローマ法をこえてなされた財産法体系のより一層高
次の発展の産物にほかならない。」???
「端的に表現すれば，ビジネスが安定し予測できる
法環境，すなわち財産が保護され，不正や不正直が
罰せられ，すべてに適用可能な迅速な司法を必要と
したのである。」???
以上の論述に関して我々は現代の権利意識といっ
た現代的尺度で上記の法的発展を捉えることには，
充分に注意が必要である。さまざまな規制を伴った
ギルドと商人の諸権利を保護する商人法も，あくま
でも中世後期の身分的社会の産物であり，自由人の
人権と財産権の保護といった視点から捉えるべきで
はなく，社会的身分・階層としての商人集団の特権
的権利擁護であることを忘れてはならない。「中世に
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おいては，……人のそれぞれの社会的地位に応じて，
彼に適用される法規とそれを適用する裁判所とをこ
とにしたのである。」???この段階は，一定の社会的秩
序ないし階層に属する者への法的関係の調整の段階
と考えるべきであろう。「階層的集団は，人間の個性
の発達に対して，はっきりした，かなり厳しい境界
線を設け，個性を規制で縛る軌道へと乗せたので
あったが，それと同時に，職業組合の成員の自尊心，
相互の連帯感，成員相互間の平等の意識の強化をう
ながした。それは集団の領域内に限られた相対的な
平等であったが，より後代における全市民の法的平
等の意識の発達のために欠くことのできない一段階
であった。……個性が社会的役割および社会的地位
と一体となっていたかぎりにおいて，法は社会的存
在全体の最も重要な調整装置の機能を果たしていた
のである。」???
そしてこの限定されているとはいえ人間の個性が
発達し得たのは，複式簿記発祥の地である西ヨー
ロッパの自由都市であり，その市民社会である。
「技術的，商業的，知的，それぞれの面での仕事の
多様さ。異なる集団から成る人口の集中。土地所有
から貨幣，動産への重心の移行。経済関係の新しい
形態を調整する使命を帯びたローマ法の復興。自治
と人間的交流を実現する方法，組合主義的精神，農
村社会には知られていない個人的自由の感覚。財産
上の格差と社会的矛盾の強さ。言語，心理的・国民
的類型の混こう。外的世界とのつながりの広さ。新
しい精神的影響に対する開放性と感受性。生活のリ
ズム。……都市は，中世の生活の最も本質的な特徴
を自己のうちに具現化しつつ，それと同時に西ヨー
ロッパの文化に唯一無二の独自性を付与しつつ，中
世の生活に消しがたい刻印を残したのである。……
西ヨーロッパの自由都市は，一定の発達段階におい
て，新しい社会関係を生み出す酵母として，封建制
の崩壊の原点として出現したのである。」???
一方市民社会は，アダム・スミスの表現によれば
「あらゆる人は，交換することによって生活し，つま
りある程度商人になり，また社会そのものも，適切
にいえば一つの商業社会に成長する」???のであり，
テンニエスによれば「商人は，抽象的ではあるが確
実に入手できる利益を，自己の活動の現実的・合理
的な目的として，活動自体からきりはなして考える
わけだから，彼は，社会生活の正常な発展過程にお
いて最初に現れる思考的な自由な人間である。」（下
線筆者)???そしてこの「活動自体からきりはなして
考える」ために，複式簿記がその最良の手段の一つ
として登場することになる。商品経済とそれに伴う
貨幣経済，特に信用経済への移行は，ローマ的な所
有権の意識や制度から債権関係の独立化を促し，近
代私法における物権法と債権法との峻別・対立へと
移行していく。
「銀行に貨幣取引業務が集中し，銀行が商品取引業
者の一般的な出納業者となる程度が高度化するに従
い，貨幣の流通は，銀行の帳簿上の，諸資本家の口
座における，記帳上の移動に転化する。このかぎり
では，貨幣の物質性は背後に退き，単に，社会的生
産物に対する観念的抽象的分前の数字的記載にすぎ
ぬものとなる。銀行は社会的総資本の「一般的簿記」
を行う制度となり，資本はそのかぎりでは単なる社
会的関係そのものとして現れる。」???このような現
象の端緒として，本章の最初に触れたように銀行業
務から複式簿記が生まれ，かつ取引の実態から抽象
化され，法的関係から独立した記録形態が成立して
いくのである。公証人の役割も限定された法的関係
の処理に限られてくる。
しかし「多数の都市は，とくに16世紀以降の時代
になると，経済的に没落していった。……企業家は，
今や，自分たちの利益を守るためには，地方的な市
民共同体とはちがった別の援助者を呼び求めたので
ある。」???そして近代国家の誕生につながるこれか
ら先は，本節の範囲を逸脱することになる。本論文
の主題は，第１章で述べたように「前期的資本の胎
内で形成された複式簿記」の成立・普及にあるから
である。
すでに第１章で論じたように「パチョリの時代は
対象をひたすら記録することから複式簿記は出発」
したのであり，その意味で公証人制度と複式簿記は
その成立期においては社会的機能として継続的関係
にあった。両者の対象は契約，取引という同一の社
会的行為（社会化 socialization）であり，その役割
は，個々の事象の持つ多様な性質のうち何かある共
通のものに着目して，それだけに注意を集中する人
間特有の「抽象」???にあり，両者が機能分化する時点
158 テンニエス著杉之原寿一訳「ゲマインシャフトとゲセ
ルシャフト上」1990年岩波文庫120頁
159「所有権法の理論」337頁
160「都市の類型学」275-276頁
161「法と社会」33頁
154 川島武宣「所有権法の理論」1971年岩波書店147頁
15 アーロン・グレーヴィチ著川端香男里・栗原成朗訳「中
世文化のカテゴリー」1999年岩波書店281＆290頁
156「中世文化のカテゴリー」308頁
157 アダム・スミス著大内兵衛・松川七郎訳「諸国民の富
（一）」1991年岩波文庫13頁
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においては，主として一つの「社会的統制の記号的
技術」???として機能していた。黒澤清氏の表現によ
れば，ともに「動的社会秩序の一形成要因」???として
の機能を分担してきたと言える。しかし，複式簿記
がさらに個別企業の経営の有効な管理的手段として
さらなる進化を果たすためには，その後における資
本主義の発展を待たねばならないのである。
お わ り に
本論はそのタイトル及び第１章をフーコ （ーPaul-
Michel Foucault，1926－1984年）の「知の考古学」
によっているだけでなく，全体が「さまざまな形態
の経験科学を産み出してきた知の布置連関（config-
urations of knowledge）」???を探ろうとのフーコー
の方法論に依拠しつつ，複式簿記の発生・発展を歴
史的に考察してみようとの試みである。第１章で言
及した会計研究者のうちフーコディアンと呼ばれる
諸学者による論文集〝Accounting as Social and
 
Institutional Practice"のタイトルが端的にこの視
点をあらわしている。
会計に関する論文で〝archeology（＝archaeol-
ogy）"なる語を用いている例は，Richard Mattes-
sich “Critique of Accounting”の第２章の節名に
〝Archeology of Prehistoric Accounting"を用い，
かつ当該文中でHopwoodの論文〝the archaeology
 
of accounting systems（1987年）"について言及し
ている。???ただしMattessichの使用法は彼がこと
わっているようにフーコディアンのような派生的な
語法（extended fashion）ではなく，本来の使用法
に従っている。
本論の全体構成は，次の５章より成る。
第１章 簿記書にみるエピステーメ
第２章 資本勘定の誕生と資本主義の精神
第３章 アラビア数字の普及と複式簿記
第４章 活版印刷の普及と複式簿記
第５章 公証人制度と複式簿記
振り返って総括してみると，例えば複式簿記が公
証人制度との関連で触れたように自己管理目的とい
うよりは取引の立証手段としての法律的観点から出
発したこと，また簿記史において出発点とされるパ
チョリの「スンマ」は，ほぼ確立した技術体系とし
ての複式簿記を，印刷術という当時最新のメディア
を通じてヨーロッパ各国に普及させる役割を担った
ことなど社会的背景からの学際的論点が主流をなし
ている。
本論文では問題提起に留まっているが，複式簿記
の構造やその技術的中立性についても，単なる記録
体系としてではなくその社会的機能も含めた歴史的
分析が必要と筆者は考えている。このような歴史的
かつ社会的コンテクストからの検討なくして，現在
の会計ビッグバンの位置づけは不可能であると考え
るからである。それは新しい会計処理基準に見られ
る目的志向的アプローチ（資本主的計算）と，他方
でのキャッシュフロー計算書の採用に見られるよう
な技術的中立性への回帰という二つの流れの間にい
かなる論理的整合性を見つけるべきか苦慮している
のは，筆者だけとは思えないからである。
しかし本論文が当初の目論見にもかかわらず，主
として簿記史以外の他の研究分野の諸文献からのア
トランダムな注出・研究ノートにとどまってしまい
全体的な総括に欠けるのは，まさしくにわか学者の
筆者の力不足のあらわれであり，実務的感性と精神
的気負いを裏付ける，さらなる研鑽が必要であるこ
とは明らかである。
最後に，諸文献を渉猟しての筆者なりの印象をま
とめるならば，複式簿記の成立・発展は，シャンパー
ニュの大市に代表される商業市の発展に伴う商人階
級の勃興と資本蓄積，貨幣経済の浸透と金融市場及
び信用システムの成立，それに伴う記録の必要性と
インド＝アラビア記数法との結合，さらにはホスキ
ンとマックヴィの主張するように新設された大学出
身の官僚層の出現という13－14世紀における西
ヨーロッパの時代状況，一言で表現すれば経済発展
を背景とした「数量化革命」???の顕現化と考えるべ
きであろう。そういう意味では，マルクス，ウエー
バー，さらにはウォーラーステイン等が決定的重要
性を認める16世紀よりもむしろそれ以前，特にブ
ローデルやアブー＝ルゴドの主張する13－14世紀
に注目する必要があるように思われる。1202年の
フィボナッチの「算盤の書」の発刊とともに，1252
年にジェノヴァとフィレンツェがそれぞれジェノ
ヴィーノ金貨とフローリン金貨を，1284年にヴェ
ツィアがドォカート金貨を鋳造したことが，筆者に
は一つの時代的象徴に思われるのである。
16 A.W.クロスビー著小沢千重子訳「数量化革命」2002年
紀伊国屋書店
162 碧海純一「法哲学概論」1988年弘文堂178頁
163 黒澤清「近代会計学」1965年春秋社６頁
164 ディヴィット・オーウエン著宮原浩二郎・名部圭一訳
「成熟と近代」2002年新曜社240頁
165 Richard Mattessich;Critique of Accounting，1995
年，Quorum Books，16頁
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若干想像をたくましくすることをお許し願えるな
らば，現在のグローバライゼーションとの類比であ
る。ルゴドの主張するように???，ウオーラーステイ
ンの「世界システム」が成立する16世紀以前にも
ヨーロッパ・サブシステムを初めとする八つのサブ
システムが成立しており，まさしく1250年から
1350年の１世紀が局所的とはいえグローバル市場
（小世界システム???）が形成された時期でもあった。
「市場とは，抽象的な需要・供給のメカニズムではな
く，制度化された交換のメディア（貨幣）を使う，
組織的な交換の制度」???である。そのような市場を
支えるには，当然現在同様組織的な制度，すなわち
インフラストラクチャーが必要であり，本論が取り
上げてきた複式簿記，インド＝アラビア記数法，大
学，官僚機構，印刷術，公証人制度，商人法，信用
制度等々こそそのインフラストラクチャーであり，
「普遍的な社会的溶剤」（universal social solvent;
Levy）だったのではないか。「技術の共通化，情報化，
それに金融の自由な移動という市場経済のもつ「標
準化と平準化の運動」が，同時に，文化や社会構造
の次元でのグローバル化をもたらしている」???ので
ある。また近代化を「時間的なものの空間化」（ギデ
ンズ）と捉えるならば，そのような次元での整理も
可能であろう。現在のグローバリゼーションがアメ
リカ主導であり，その最も典型的な訓練の場がビジ
ネス・スクールであるように，当時の世界システム
の主導役はイタリア人商人銀行家であり，その訓練
の場は彼らの職場と計算学校だった。彼らはこれら
のビジネス手法の多くを中東（オリエント）から学
んだにしても，それらを器用に使いこなし，商取引
や銀行業務に関する専門知識として体系化したのは
彼らである。現在のビッグバン同様その本質は，交
換される商品そのものではなくその取引システム，
すなわち金融市場と信用システムにあったのであ
る。
「14世紀初頭，フィレンツェで３番目に大きな会
社（the Acciaiuoli company―筆者注）は，「本社を
除いて，15の支社をもち，41人の代理人を雇ってい
た。」???しかし，この規模は，合理的な資産運営と注
意深い簿記を行うために十分な大きさであった。そ
れはまた，巨大な資本を蓄積するにも十分な大きさ
であり，今日の多国籍企業と同じように，その資金
を利益の出ない投資から利益を生む投資へ切り替
え，有望でない場所からより高い配当をもたらす場
所へ移すのに十分な大きさだった。」???
上記の資本主義起源論争と関連づけるならば，こ
れらのインフラストラクチャーの整備をまって，は
じめてマルクス，ウエーバー，ウオーラーステイン
の主張する16世紀以降の「資本主義」社会が成立し
たと位置づけることができるであろう。その後オラ
ンダやイギリスで資本主義が発達し，何故イタリア
やドイツ，スペインなどで発展が遅れたのか，それ
にはまた違った論争が必要である。
最近，本論と時代背景を同じくするA.W.クロス
ビーの「数量化革命―?ヨーロッパ覇権をもたらし
た世界観の誕生」が翻訳・出版された。数字，暦，
機械時計から地図，貨幣，楽譜，遠近法，複式簿記
まで幅広い分野での数量化・視覚化を主題にしてお
り，視座は本論と共通している。
また本論で言及したHopwood & Millerの
〝Accounting as Social and Institutional Practice"
と P.Burkeの〝A Social History of Knowledge"
が相次いで翻訳されたことは喜ばしい限りである。
まとめとして，クロスビーは上記書物において「過
去７世紀にわたって，簿記法は哲学や科学の分野で
生まれたいかなる単一の新機軸よりも，聡明な人々
が現実世界を認識する枠組みを形成することに貢献
してきた。」???としているが，まさしく至言であろ
う。
171 Money, Banking and Credit in Mediaeval Bruges
39頁
172「ヨーロッパ覇権以前」116頁
173「数量化革命」279頁
167「ヨーロッパ覇権以前上」2001年岩波書店
168 佐伯啓思「欲望と資本主義」1993年講談社現代新書103
頁
169 佐伯啓思「倫理としてのナショナリズム」2005年NTT
出版247頁
170 同著195-196頁
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